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西表島野外実習報告 III 
―未来先導基金公募プログラム 

野外に飛び出せフィールドワーク「慶應義塾夏の学校 2009」の取り組みとして― 

亜熱帯生物圏に於ける生物多様性の観察と環境問題

秋山豊子 *・宮本康司 **・池田威秀 **・片田真一 *

The 3rd report of fieldwork at Iriomote Island as a Summer School program for 
Keio Gijyuku in 2009

Toyoko AKIYAMA*, Koji MIYAMOTO**, Takehide IKEDA**, and Shinʼichi KATADA*

　昨年の報告に引き続いて，今年度も未来先導基金の公募プログラムとして西表島での野外実
習を行った。一昨年の実習からは 3 回目の実習である。これまでの報告にあったように西表島
は八重山列島に属し，その特異な地形・風土から多様な生物が観察される。また，離島である
ために廃棄物や水，エネルギーの問題などが凝縮した形でみられ，多くの環境問題が認識でき
る。これまでの実習の経験を元に，今年度も 4 月から全学部とキャンパスに広報を行って参加
学生を募集し，昨年同様，琉球大学熱帯生物圏研究センター西表研究施設に宿泊し，昨年同様
のプログラムにいくつか今年新規の試みを加えて実習を行った。今年度の変更点・改善点・問
題点とこれらの新規のテーマを中心に報告する。

はじめに

　西表島は，亜熱帯域にあり，マングローブ林1,2,3，亜熱帯林4，サンゴ礁5,6など豊かな自然に
加えてゴミ問題やエネルギー問題なども凝縮した形で観察され，生物多様性と環境問題を考え
るには非常に適した場所である。2007年度にはじめて準備段階としての西表島の野外実習を琉
球大西表研究施設で行った結果，参加学生から高い評価を得ることができた。200�年度から

「課外授業」と言う位置づけで塾内の創立��0年記念未来先導基金公募プログラムに応募して採
択された。この基金の支援が得られたことから，学生への経済的負担の軽減と引率者らの旅費，
現地での実習に関連した費用を捻出することが可能となった。200�年度は前年度の日程にカヌ

* 慶應義塾大学日吉生物学教室（〒 223-��2�　横浜市港北区日吉 4-�-�）：Dept. of Biology, Keio 
Universitu, 4-�-� Hiyoshi, Kohoku-ku, 223-��2�, Japan
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ーや夜間観察などが加わったが，今年度は，更に新しいテーマも加えて実習を行った。その �
は，西表島及びその周辺の土地の人と接してその生活・文化を知ること，その 2 は参加者が生
物図鑑を作っていく事であった。毒をもつ生物がいる中での観察やシュノーケリングで潜水し
てのサンゴ礁の観察など危険も多いが，参加学生は，豊かな自然の中で生物多様性と環境問題
を実体験し，充実したレポートを提出している。また，実習後のアンケートでは，本実習を高
く評価する回答を多く寄せている。今年は特に学年も � ， 2 ， 4 年，学部も文，経済，法，医
学部など多様な学生��名が参加したため，学部や学年，興味や体力も異なる学生が共同生活を
することから得られるものも大きいと思われた。未来先導基金の公募プログラムに採択された
事業としての報告もかねて，この野外実習の記録と報告を行う。

1 ．主な事前準備

①　プログラムの申請と資金の確保：200�年 9 月この西表島の野外実習と真鶴での一貫校の
連携臨海実習を含めたプロジェクトを未来先導基金の公募クログラムに応募し，�2月に
採択が決定した。これにより，この野外実習の経費の確保が出来たため，実習の具体的
な準備に入った。

②　�2月　琉球大の熱帯生物圏研究センター副センター長，馬場繁幸教授と連絡をして，研
究施設の使用と宿泊所の予約状況を問い合わせ，利用可能な日程を調整し仮予約を行っ
た。これにより，実施日程が 7 月末から � 月初めの 4 泊 � 日と決定した。

③　�2月　昨年と同じ引率者・協力者に，協力依頼を行い，内諾を得た。�2月と2009年 � 月
に会合を行い，昨年のアンケートの回答などを考慮して，今回追加あるいは検討したい
点を挙げていった。
今回，追加・検討したい点

・土地の人との接触・あるいは文化・芸能などの見学をする。
・参加学生が 3 種類の生物図鑑の資料を作成する。
・カヌーをする効果はどうか？カヌー競争にならないための方策があるか？
・星の観察が可能なように，資料7,8,9と望遠鏡，三脚を用意する。
・班の構成を如何するか？

④　2009年 4 月　募集ポスターと申し込み用紙を作成し，各キャンパスの学事センターに配
布し，掲示して広報してもらう。

⑤　実習説明会； 4 月��日（月）の��時半より � 月中旬に行う真鶴での一貫校連携の臨海実
習についても一緒に説明会を行った。

⑥　 � 月初旬～　参加者募集開始
申し込み用紙（別紙参照）に基本的な情報を記入して提出してもらう。同時に，メール
でも，氏名，学籍番号，住所などを連絡してもらう。メール送信をしてもらうことで，
メーリングリストの作成が容易になりメールによる連絡がスムーズになった。
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⑦　 � 月2�日募集締め切り。　合計23名申し込みがあった。　参加希望理由が明確な学生の
なかから，学年の高い方を優先し， � 年生は多様な学部になるように配慮して��名の参
加者を決定した。これは昨年の�3名から 2 名の増加である。

⑧　 � 月2�日　参加者決定の発表，掲示とともにメールにより連絡
参加が決定した学生には，参加の意思をメールで再確認した。参加決定者は全員が参加
したいと即答した。参加が見送りとなった学生には，実習の性質上，人数が限られるこ
とと来年度も計画していることを説明した。

⑨　 � 月27日　参加したいと言う学生には，現地集合，現地解散であることを説明し，現地
までのルートの説明と日程作成，出発日の 2 ヶ月前の早割りの航空券の入手を行うよう，
以下の要点をメールで連絡した。
・実習は，原則として現地集合，現地解散であること。往復の間にどこかに寄っても良

いが実習所の宿泊は決まった日時のみであること。
・自分で航空券の手配をすること。 2 ヶ月から2�日まで間での「旅割」の安価な切符の

入手方法について助言。那覇での乗り換えは荷物の積み替えがあるので20分は必要。
石垣島への到着時刻は��時までがよい。

・西表島の実習所の集合時間は 7 月30日（木）の夕飯時（�7時～ ��時）であるのでそ
れまでに到着するよう手配すること。石垣島から，西表島までは高速フェリー（乗船
時間は �0分くらい）で，�7時ころが最終便になる。

・ 帰りは � 月 3 日 （月），実験所を朝 � 時半ころに出発。フェリーの港（上原港）まで
車で送る予定である。

・ � 月 3 日は 9 時台出発のフェリーに乗船予定なので石垣島発の飛行機の出発時は午前
��時過ぎか�2時台くらいがよい。そうすると石垣島の市場や白保の海など石垣島10を
見学も出来る。沖縄本島に寄り，ヤンバルの森11やちゅら海水族館を見学することも
可能である。

・石垣島から実験所までの行き方（フェリーの乗船方法と西表島の上原港から実験所ま
での移動）は � 回目のオリエンテーションで説明する。

・航空券の費用については基金から一部補助が出る予定である。必要書類を確保してお
くこと。

・現地での費用（宿泊費，施設使用料，実習費，交通費など）は原則，基金からの補助
となる。

⑩　 � 回目オリエンテーションの日時を聞き，全員が揃う日時がなかったため， 2 回に分け
て行った。 � 月�0日（水）��時から，日吉キャンパスの 3 階234室��名参加。 � 月�3日

（土）�3時より 2 度目のオリエンテーション　 4 名参加。
野外実習の要綱配布，フィールド図鑑貸与12現地集合・現地解散であることから，交通
路の説明を行った。フェリーから実験所までの行き方とフェリー会社が送迎してくれる
がその送迎の依頼方法なども説明した。持ち物，特にマリンブーツやシュノーケルの用
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具，マングローブ林や山歩きの服装，サンゴ礁で泳ぐときの服装などに多く質問が為さ
れた。

⑪　 7 月上旬　 2 回目オリエンテーションの日程確認をメールで行い，全員が出席可能であ
ったため， 7 月24日午後��時半から��時まで， 2 回目のオリエンテーションを行った。
� ．追加の資料配布

A）　夏の星座について
B）　ヒルギに来る昆虫の受粉戦争
C）　サンゴ礁の生物
D）　マングローブ林の生物
E）　亜熱帯林の生物
F）　実習所付近の生物

2 ．日程説明
3 ．実習所までの行き方，再度説明。
4 ．持ち物再確認（質疑応答）
� ．緊急連絡先の確認
� ．搭乗予定の航空便の確認
7 ．担当教員の紹介と参加学生の自己紹介と興味あるテーマについて
� ．班に分かれて顔合わせ，質疑応答。
9 ．出発前夜から当日は，台風などの気象条件により航空機が変更になりそうなときの

連絡方法を確認。
⑫　 7 月2�日に追加連絡

　実習でやってもらう事柄
A）　昨日配布した予習のクイズの回答（到着日の夜に回収。）
B）　実習最終日に�0分くらいプレゼン
C）　実習後のアンケートへの回答
D）　実習後 � 月末までのレポート　など

　今年度の新規テーマ
A） 土地の人たちと接点を持つこと（診療所の医師から島の診療について聞く，土地の人か

ら島の歴史や日常，歌や踊り，三味線の演奏などを聞かせてもらうなど）
B） それぞれが分担して生物資料を作っていくこと。

2 ．実習の行動記録

日程： 7 月30日（木）― � 月 3 日（月） 4 泊 � 日
7 月29日（水）　片田，秋山は準備と打ち合わせなどのため，前日発

�0:30 羽田発　那覇乗換えで石垣島へ
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��:00頃 石垣島離島ターミナル着
��:30 フェリーで西表島へ
��:30頃 レンタカー � 台（予約しておいた 7 人乗りカローラバン）を借りる。
��:�0 実習所に到着。事務室に挨拶。送っておいた荷物を部屋に運ぶ。パソコン 4 台など

機器の点検。
��:30 夕食
�9:30 馬場先生と片田・秋山で打ち合わせ

7 月30日（木）
� :00 ユツン川の滝までの道をフィールドワークのルート下見のため澤沿いに遡る。 2 回

休憩をして滝下に到着。コノハチョウなど大型の蝶が多く観察される。
��:20頃 滝上に到着。休憩
�3:30頃 澤の入り口に戻る。一旦宿泊所に戻ってシュノーケリング予定の星砂の浜に下見に

行く。
やや海水温が高く，生き物もあまり数が多く見られなかった。

��:00頃 宿泊所に帰所。
�7:00 学生の参加者と引率者 2 名が到着。ほぼ全員が揃った。�7時半より宿泊棟の食堂で

夕食。
�7:30―�9:00 � 名が��時頃に到着したため，夕食時間を延長した。20分くらいミーティ

ング。
�9:30―2�:00 講義棟の講義室で馬場先生のマングローブ林と西表島の環境問題について

講義。

7 月3�日（金）マングローブ林と亜熱帯林，実習所周辺の観察，「琉球列島」についての講
義・夜間観察
� :00 朝食。その後�0分位ミーティング。
� :�0 分担して，実験所からライフジャケットをカヌーの保管場所に運ぶ。カヌーとライ

フジャケットを実験所のトラックに載せ，ナダラ川のカヌーの出発地点まで運ぶ。
9 :30― 船浦湾の奥のマングローブ林で，馬場先生の指導によるマングローブ林の観察実習
�2:00― 船浦湾の橋脇に出る。
�2:30― 実験所に戻ってお弁当の昼食を食べる。
�3:30―��:00 実験所職員の石垣圭一氏の指導と案内でナダラ川をカヌーで遡る。その後，

カヌーを降り，そのまま沢を遡って亜熱帯林を歩く。
�7:00―��:00 実験所に戻り，カヌーとライフジャケットを洗って片付け。着替えをした

後，実習所周辺で生物の採集と観察。それぞれ捕虫網と虫かご，カメラを持って行く。
（明日，鳩間島の豊年祭の見学に行く段取りがきまったため，予定を少し変更することと
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した。）
��:30―�9:�0 夕食　食後のミーティングで，次の日の予定変更と集合場所，服装などに

ついて説明した。
�9:30―20:30 講義〔片田；講義タイトル；琉球列島の自然―沖縄島ヤンバルと西表島の

話を中心に―〕と班での打ち合わせ。講義では主に琉球列島の昆虫類13と生態系について
説明された。

20:30―22:00 夜間観察　車 3 台に分乗してマーレー川の川岸に観察に行く。サガリバナ，
ホタルなど夜間にのみ観察されるものが見られた。

� 月 � 日（土）　鳩間島の豊年際の見学
� :00 朝食
9 :�0 宿泊所の玄関集合
9 :30 車でマルマビーチの船着場に移動。馬場先生の釣り船（�2名収容可能）〔仲里長浩

さん，（和歌山大大学院在籍）操船，実験所職員の平田さんが同行された。）で鳩間島へ渡
る。 � ・ 2 班と 3 ・ 4 班に分かれて乗船。全員ライフジャケットを着用する。昼食用の弁当
も積み込む。

�0:00頃，第二陣（ 3 ・ 4 班）が乗船。
�0:30 全員鳩間島の港に集合。��時～ �2時半　鳩間島を自由に見学。
�2:30 船着場でお弁当を食べる。
�3:00―��:00 豊年祭の場所に移動して，祭を見学。伝統のサンシンと歌，踊りが行われ

た。テントが数張りあるが人も多く，かなり暑い。
��:00ころ 港の船着場で赤と青組の 2 艘でハーリー競争があり，浜では大勢の応援合

戦で賑わった。赤組の勝ち。
��:30 3 ・ 4 班から先に西表島に戻る。途中，サンゴのかけらが島を作っているバラス島

に上陸して見学と観察。
�7:00頃に全員宿泊所に帰所。 3 ・ 4 班が弁当の始末をする。 � ・ 2 班はライフジャケットを

洗って干す。
�9:00―22:00 講義；池田〔講義タイトル；森林について〕，宮本　〔講義タイトル；潮間

帯，サンゴ礁〕。その後，班に分かれて観察したもののまとめと自分のテーマについての
プレゼン準備をする。

� 月 2 日（日）
� :00 朝食
9 :00 玄関出発　実験所職員の石垣圭一氏と堤ひとみ氏の指導と協力でシュノーケリング

の練習と潜水による観察を行った。午前中 � 回の休憩と昼食の休憩を入れた。
�0:00―��:00 星砂の浜　浅いところでシュノーケリング � 回目
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��:30―�2:30 やや深いところに出てシュノーケリング 2 回目
�2:30―�3:30 昼食
�3:30―��:00 リーフエッジまで行ってシュノーケリング 3 回目
��:30 シュノーケリング終了。車に分乗して帰る。途中で明日の朝食をスーパーで購入。
��:30 宿泊所に帰所。シャワーと着替え
�9:30 ～ 班ごとに各自のテーマでまとめの発表。
22:00頃～ 反省会。

� 月 3 日（月）
�:30 実習所を掃除後，各自で朝食を取り，玄関前集合で解散。車で上原港まで送る。
9:30 スーパーで荷物を 3 個，慶應大学に送り，レンタカーを返却して終了。

3 ．参加学生への費用の支援

　2009年度創立��0年記念未来先導基金による。学生への補助は航空券代の一部，実験所にお
ける宿泊費，施設使用料，交通費（フェリー，レンタカーなど），実習費（消耗品，資料など）
が補助された。これにより，学生の負担はほぼ半額となった。アンケートの結果を見ても，学
生にはこの経済的な補助が高く評価され，参加を容易にしていることがうかがえる。

4 ．今回の変更点・特記事項・改善すべき点

①鳩間島は船で��分ほどの人口��名くらいの小さな島である。島で行われている里親制度を題
材にした「瑠璃の島」という TV ドラマが数年前に放映されたことで知られている。 � 時間
半ほど灯台付近を中心に島を散策し，昼食後，伝統の豊年祭を見学した。神様や先祖をお迎
えする祭礼で，厳粛な中に島の人たちの豊年への祈りと山や海の幸を祈り，島の人たちの安
全を祈る気持ちが伝わってきた。34-3�度とかなり気温が高かったが，サンシンと島歌，伝
統の踊りと船のハーリー競争に皆魅了された。それぞれが島の人と交歓し，土地の生活に触
れ収穫は大きかった。

②各人が生物図鑑を 3 種，作成するというテーマについては，書式を特定せず提出させてみた
ため，図鑑としては不足が大きいものもあった。写真がうまく撮影できなかった学生もいた。
今後は，必要事項を相談して決め書式を確定し，資料を収集していきたい。出来れば実習前
に事前準備として行って，それが実際に観察できるかどうかをしらべ，それについて発表す
ることとしたい。

③日程は主に天候によって左右される可能性が高いが，決定した段階で，できれば前日の夜ま
でに，次の日の日程を可能な範囲で詳細に伝えておく。特に服装，持ち物，水の補給場所の
有無とトイレの場所などは確実に伝えておくのが良い。
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④今回はかなり実行できたが，野外実習の前，出来れば前夜に，実習内容に即した30分くらい
の簡潔なレクチャーを行い，予備知識を与えておくと，フィールドでの観察がより有意義に
なると思われる。

⑤サンゴ礁の生物の観察時は，シュノーケルを装着して泳いだり潜水したりしているため，十
分な説明ができず，実習生も生物の名前が不明なままになってしまった。次回は，あらかじ
め生物の特徴をどう捉えるかをよく説明しておく。また，シュノーケルの後でこれまで観察
した魚や，サンゴ，その他の生物の映像を見ながら，名前や特徴を確認していくのが良い。

⑥これまでもそうだったが，熱帯雨林を歩くときは，道が細く，実習生が長い縦列の体制にな
るため，説明が十分に行き渡らなかった。班毎に分けて， � 名くらいにまとまって説明が出
来るようにし，最低限説明すべきものを決めておき，それらは必ず説明することにする。

⑦昨年度カヌーは競争状態になったため，今年度はゆっくりカヌーをこぐ事を徹底した。更に，
観察するポイントを明確にしておくこと，周囲を観察しながら進むこと，海からの距離と塩
分濃度の変化を体感するよう指示しておくこととする。塩分濃度を測定しながら進んだ学生
がいたため，具体的なデータが得られたのが良かったが，このようなテーマを設定しておく
必要がある。

⑧夜間観察は，この地方に特有で � 晩のみ咲くサガリバナやホタルを始めとする夜行動物の観
察に非常に有効であるので，今年も天気が許す限り � 回は実施したいとの希望であったが，
短時間であったがいずれも観察できた。来年も安全を確保しながら必須のプログラムにした
い。

⑨星の観察は非常に学生の期待が大きいので，これに対応できる体制を整えた。星に関する資
料を配布して，実習に行く前に夏の第三角形など東京近郊で観察しておくよう指示した。星
座盤，星座の解説書，望遠鏡，三脚などを準備し，現地で理解・観察できるようにしたが，
今年は月が明るかった。新月の日程を選ぶ必要がある。

5 ．学生のアンケートの結果から（資料 3 ， 4 ）

　実習後のアンケートのまとめを見ると，実習日程についてはほぼ現在の時期（夏休みの 7 月
末か � 月上旬）を適当とし，自己負担額 � 万円くらいを妥当と思っている。現状にあまり問題
がないことが分かる。オリエンテーションもほとんどが有効だったとしているが，尚，持ち物
や服装，実習テーマなどについてもっと明確に知りたかった希望が記載されていたことに配慮
していきたい。他方，自分自身の準備や理解については不足していたと認識したものが多く，
試験明け直ぐではあるものの，シュノーケルを装着して試しておくことや，自分のテーマにつ
いて絞り込んだ予習をしておく事については更に指導を加えていきたい。実習内容については，

「充分だった」，または，「盛り込みすぎだった」がほとんどであったが，一方，今回は行けな
かったマリウドの滝やカンピレーの滝までの亜熱帯林の観察について「行きたかった」「観察
したかった」という感想があった。この点は鳩間島の豊年祭の見学と単純に比較できるもので
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はないが，「生物の観察」という点では，引率教員も滝への亜熱帯林歩きは有効だと感じてい
る。豊年祭は，毎年見学できるものではないので，次年度は元の滝までの熱帯林歩きのプログ
ラムを復活させたい。実習に参加した学生自身の態度としては，ただ受身でついていったとい
う学生は皆無であり，テーマにより多少の差はあったものの，主体的に熱意を持って取り組ん
でいたことがうかがえた。安全については，充分配慮されていると感じており，不安を感じた
学生はいなかった。最も危険のあるシュノーケリングの際に 3 名に � 名の引率者が付いたこと，
絶えず体調管理を適切に行ったことが挙げられる。班構成については同じ班の学生が必ずしも
同じ興味のテーマを選んだわけではなかったため，班としてのまとまりは欠けたものの，出来
るだけ各人の興味の持てるテーマで発表してもらいたいとの意図は満足されたと思われる。次
回は興味を持った生物 3 種の図鑑作成により発表を行うことを計画しているため，そのための
班構成は今年と比較するとまとまりやすいと思われる。以下，実際のフィールドやそこで観察
された生物達，講義の感想など，資料 � にアンケートの記載事項をまとめて示した。マングロ
ーブ林について学んだ後，馬場先生のマングローブの植林活動14に参加したいという学生もあ
り，具体的な効果と見られる。唯一，昨年大好評だった「星の観察」は月が明るかったため，
あまり感激的ではなかったようだ。シュノーケリングはリーフエッジ近くではかなり波が荒く，
短時間でそこでの観察は切り上げざるを得なかったことが残念であったが，前後の内礁での観
察を含めて学生はかなりの時間，サンゴとそこに住む生物達を観察し満足したようであった。
マングローブ林を含めて，ほとんどの学生が期待以上の成果であったとの印象である。

おわりに

　今回は，期間中，晴天に恵まれたことと，鳩間島での豊年祭の見学と生物図鑑の作成という
2 つの新しいテーマが加わったことで，また更に充実した野外実習となった。学生達は，実習
前に東京近郊での空の星の状況を観察しておくことが課されていたため，月があって明るいと
は言え，星空の美しさに圧倒されていた。マングローブ林に続く干潟でカニを追いながら，打
ち上げられた多国籍のゴミに目を奪われてもいた。マングローブ林を流れる川に膝上まで浸か
りながら，海水の中で生き抜くマングローブ林を地形・気象とともに生態系として理解した様
である。実習後に東京近郊に帰ってきてからも，無意識に「ふっと生き物に目が行き，手を出
して触れてみよう，間近で観察してみようとしている。」との感想が多く寄せられた。自然と
生き物に目を向けると，東京近郊にも多くの生き物が観察できる。そうした観察の中で，西表
島と異なる点が理解できれば，それはまた，あらたな視点や問題点に気づくことになる。それ
が何よりも有効な自然との接点であり，社会人となった後に，この地球環境を守るために役立
つことになればと期待している。
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図 1 　2009年 7 月3�日
A；船浦湾でミナミコメツキガニや稚魚など干潟の生物を観察する。B；マングローブ林の中の細い支
流を進む。C；マングローブ林の中で。河口に近くなって膝近くまでの深さになった。D；マングロー
ブ林の中をカヌーで進み，水面から観察する。E；実験所周辺の生物採集で観察したズグロシロジュ
ウジカメムシ。F；同じく，リュウキュウアサギマダラ。G；同じく，キノボリトカゲ。H；実験所周
辺での観察。多くの昆虫が見られた。
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A B

C
D

E F

図 2 　 7 月3�日夜から � 月 � 日
A，B；夜間観察でサガリバナを見る。C；鳩間島へ馬場先生の釣り船で行く。D；鳩間島の民家の塀。
サンゴのかけらや貝殻で出来ている。E；鳩間島の豊年祭。島歌とサンシンに合わせて作業歌と踊り
が披露された。F；赤組と青組の船で湾の奥の旗をめぐってくるハーリー競争が行われた。
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A B

C
D

E F

G H

図 3 　夜間講義と � 月 2 日
A；引率講師による実習内容に関する事前講義。ほぼ毎日夜間に行われた。B；星砂の浜で観察したイ
ソギンチャクとカクレクマノミ。C-D；まず，浅いところでシュノーケルの練習をする。E；少し潜水
して泳ぐ練習をする。F；最後はかなり深いところまで行って観察する。リーフエッジのところはサ
ンゴもきれいで生き物も多い。G；最後の夜，プレゼンの前にまとめをする。H；プレゼンテーション。
各自が観察した物や考えた事柄を発表する。
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エ
イ
、

オ
ニ

オ
コ

ゼ
、

ミ
ノ

カ
サ
ゴ
、
ゴ
ン
ズ
イ
 

ア
イ
ゴ
類
、ミ

ヤ
コ
テ

ン
グ
ハ
ギ
、ク

ロ
ホ
シ

マ
ン

ジ
ュ

ウ
ダ

イ
の

幼
魚
、
ハ
オ
コ
ゼ
 

遊
泳
性
 
（
高
）
 

     
 
 
 
（
低
）
 
ク
ラ
ゲ
等
 

ハ
ブ
ク
ラ
ゲ
 

カ
ツ

オ
ノ

エ
ボ

シ
、

ア
カ
ク
ラ
ゲ
 

 

貝
・
ウ
ニ
等
 

ア
ン

ボ
イ

ナ
、

シ
ロ

ア
ン

ボ
イ

ナ
、

イ
モ

ガ
イ

、
ヒ

ョ
ウ

モ
ン

ダ
コ

（
、

オ
ニ

ダ
ル

マ
オ
コ
ゼ
）
 

オ
ニ

ヒ
ト

デ
、

イ
イ

ジ
マ

フ
ク

ロ
ウ

ニ
、

ガ
ン

ガ
セ

、
ラ

ッ
パ

ウ
ニ

、
ガ
ザ
ミ
類 （

、ウ
ツ
ボ
類
、

ア
カ
エ
イ
、
オ
ニ
オ
コ
ゼ
） 

ウ
ニ
類
 

底
性
 
（
可
動
）
 

   
 
 
（
不
動
）
 

サ
ン
ゴ
等

※
 

イ
ワ

ス
ナ

ギ
ン

チ
ャ

ク
、

ス
ナ

ギ
ン

チ
ャ

ク
、

ウ
ン

バ
チ

イ
ソ

ギ
ン
チ
ャ
ク
 

ア
ナ

サ
ン

ゴ
モ

ド
キ

、
イ

タ
ア

ナ
サ

ン
ゴ

モ
ド

キ
 

シ
ロ
ガ
ヤ
、ク

ロ
ガ
ヤ

 
※

気
付

か
ぬ

うち
に

刺
胞

が
つ

くこ
とが

あ
るの

で
、海

中
で

使
った

軍
手

で
顔

を
ぬ

ぐっ
た

りし
な

い
こと

。 

《
森
の
危
険
な
動
物
》
 

•
咬
ま
れ
る
、
刺
さ
れ
る
と
 
猛
毒
！

 
サ
キ
シ
マ
ハ
ブ
・
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
や
ス
ズ
メ
バ
チ
の
仲
間

 
 

ハ
チ
に
刺

さ
れ

て
ア
レ

ル
ギ

ー
症
状

（
息

苦
し
く

な
る

、
蕁
麻

疹
が

で
る
、

気
を

失
う
、

な
ど

）
の
出

た
経

験
が

あ
る
人
は
、
症
状
の
軽
重
に
か
か
わ
ら
ず
、
実
習
が
始
ま
る
ま
で
に
教
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

•
知
ら
ず
に
触
る
と
危
な
い

 
イ
ワ
サ
キ
カ
レ
ハ
の
幼
虫
、
タ
イ
ワ
ン
キ
ド
ク
ガ
、
ト
ビ
ズ
ム
カ
デ
、
イ
ラ
ガ
の
幼
虫
、
ヤ
エ
ヤ
マ
サ
ソ
リ

特
に

ハ
ブ

へ
の

注
意

； 
ハ

ブ
毒

と
は

；
ウ

ミ
ヘ

ビ
や

コ
ブ

ラ
の

仲
間

は
、

神
経

を
麻

痺
さ

せ
、

相
手

を
動

け
な

く
す

る
神

経
毒

を
持
つ
。

咬
ま

れ
た

時
の

症
状

と
し

て
は

、
し

び
れ

、
運

動
・

知
覚

マ
ヒ

、
呼

吸
困

難
な

ど
が

あ
る

。
出

血
毒

は
消

化
す
る

た
め
の
毒
、
神
経
毒
は
獲
物
を
殺
す
た
め
の
毒
で
神
経
毒
の
死
亡
率
は
出
血
毒
よ
り
は
る
か
に
高
い
。
 

ハ
ブ

に
咬

ま
れ

な
い

た
め

に
；

ハ
ブ

が
潜

ん
で

い
そ

う
な

草
む

ら
、

隙
間

の
あ

る
岩

の
間

に
入

る
と

き
は

、
長
い

木
の

棒
な

ど
で

ガ
サ

ガ
サ

と
音

を
立

て
な

が
ら

、
ハ

ブ
を

不
意

打
ち

し
な

い
よ

う
す

る
。

ハ
ブ

に
咬

ま
れ

て
も
傷

が
軽

く
済

む
よ

う
に

、
靴

（
で

き
れ

ば
長

靴
）

・
帽

子
・

長
袖

・
長

ズ
ボ

ン
を

着
用

す
る

。
ま

た
、

周
囲

に
充
分

注
意

し
、

こ
ち

ら
が

先
に

ハ
ブ

を
見

つ
け

る
よ

う
に

す
る

。
見

つ
け

た
ら

絶
対

に
ハ

ブ
の

射
程

距
離

に
近

づ
か
な

い
。

と
ぐ

ろ
を

巻
い

て
、

鎌
首

を
も

た
げ

て
い

る
状

態
の

ヘ
ビ

は
戦

闘
体

制
で

危
険

で
あ

る
。

ハ
ブ

は
攻

撃
の
時
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西表島野外実習報告 III （秋山・宮本・池田・片田）

 
2

《交
通

》 
 
行
き
：
羽
田
 
→
 
 
 
 
那
覇
 
 
→
 
 
 
 
石
垣
島
 
 
→
 
西
表
島
上
原
港
(
ま
た
は
大
原
港

)
→
実
験
所

  
  

  
  

航
空

機
約

2時
間

  
航

空
機

約
1時

間
  

  
  

船
約

50
分

  
  

  
  

 上
原

か
らは

車
で

10
分

 
 
 
羽
田
；
便
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
那
覇
；
便
名
 
 
 
 
 

 
帰
り
：
実
験
所
 
 
 
→
上
原
港

(
ま
た
は
大
原
港

)
 
 
→
 
 
石
垣
島
 
 
 
→
 
 
 
那
覇
 
 
 
→
 
 
 
羽
田

 
 
石
垣
島
；
便
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
那
覇
；
便
名
 
 
 
 
 
 

 石
垣
島
空
港
―

バ
スか

タ
クシ

ー→
石
垣
港
離
島
タ
ー
ミ
ナ
ル
→

フェ
リー

→
上
原
(西

表
島
)→

琉
球
大
の
実
験
所（

船
会
社
の
送
迎
車
で
送
っ
て
も
ら
う
。船

が
上
原
に
着
か
な
い
と
き
は
西
表
島
南
部
の
大
原
港
に
着
く
が
そ
の
時
も「

上
原
行
き
」
の
乗
客
は
、
送
迎
先
ま
で
送
っ
て
も
ら
え
る
。
切
符
を
買
う
と
き
必
ず
「
上
原
行
き
」
と
い
う
こ
と
。）

 
 
フ
ェ
リ
ー
会
社
の

We
bで

発
着
時
刻
と
場
所
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
。船

が
出
る
時
に
到
着
港
を
確
認
す
る
こ
と
。

送
迎
車
で
送
っ
て
ほ
し
い
旨
を
伝
え
て
送
迎
が
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。大

原
か
ら
上
原
ま
で
は
車
で

45
分
位

か
か
る
。
＊
フ
ェ
リ
ー
会
社
；
安
栄
観
光
 

0
9
8
0
-
8
3
-
5
8
9
1
、
八
重
山
観
光
フ
ェ
リ
ー
 

0
9
8
0
-
8
2
-
5
0
1
0
、

石
垣
島

ド
リ
ー
ム
観
光

09
80

-8
4-

31
78

  
い

ず
れ

も片
道

20
00

円
（
往
復
だ
と

38
00

円
に
な
る
が
船
が
遅
れ
た
時
に
他
の

フ
ェ
リ
ー
会
社
に
も
乗
れ
る
よ
う
に
片
道
ず
つ
買
う
の
が
お
勧
め
で
す
。）

 
 

《費
用

》 
交
通
費

(
航
空
運
賃
、
フ
ェ
リ
ー
、
現
地
で
の
交
通
費

)
・
宿
泊
費
･食

費
な
ど
で
す
が
、
現
地
で
の
費
用
と
航
空
運
賃
の
一
部

に
つ
い
て
は
未
来
先
導
基
金
か
ら
の
補
助
が
あ
り
ま
す
。

 《気
温

と気
候

》 
2
5
度
か
ら

3
0
度
、
平
均
湿
度
は

8
2
％
。

注
意

事
項

：台
風

が
来

ると
、往

復
の

航
空

便
に

影
響

が
で

る恐
れ

が
あ

りま
す

。行
く前

は
台

風
情

報
に

留
意

して
連

絡
を

待
って

くだ
さ

い
。変

更
が

あ
った

ら
登

録
した

連
絡

先
に

連
絡

しま
す

。帰
りは

、３
日

の
直

ぐ後
に

行
事

を
入

れ
ると

帰
れ

な
くな

る可
能

性
が

あ
りま

す
。（

近
い

日
時

に
重

要
な

予
定

を
入

れ
な

い
よう

に
） 

西
表

島
の

診
療

所
： 

祖
納

診
療

所
 0

98
0-

85
-6

26
8、

夜
間

緊
急

電
話

 0
98

0-
88

-1
51

5 
警

察
:上

原
派

出
所

 (
盗

難
･交

通
事

故
な

ど
) 

09
80

-8
5-

65
10

 
 フェ

リー
会

社
；安

栄
観

光
 0

98
0-

83
-5

89
1、

八
重

山
観

光
フェ

リー
 0

98
0-

82
-5

01
0、

 
 石

垣
島

ドリ
ーム

観
光

09
80

-8
4-

31
78

 

に
、
Ｓ
字
状
に
ち
ぢ
め
た
体
を
す
ば
や
く
伸
ば
し
て
ジ
ャ
ン
プ
す
る
よ
う
な
動
き
を
す
る
が
、
全
長
の
 2
/3

が
最

大
の
攻
撃
距
離
な
の
で
、
最
大

1.
5m
 位

の
距
離
が
あ
れ
ば
ま
ず
咬
ま
れ
な

い
の

で
こ
れ

以
上

近
づ
か

な
い

こ
と

。 
ハ

ブ
に

か
ま

れ
た

ら
；

ハ
ブ

毒
が

入
っ

た
場

合
、

噛
ま

れ
て

す
ぐ

に
激

痛
と

腫
れ

が
出

て
く

る
。

で
き

る
だ

け
早

く
、

吸
出

し
器

か
、

口
で

吸
い

出
す

。
ハ

ブ
毒

は
た

と
え

飲
み

込
ん

で
も

無
害

で
あ

る
し

、
口

の
な

か
に

傷
が

あ
る

場
合

で
も
、
口
を
漱
ぎ
な
が
ら
吸
い
出
せ
ば
大
丈
夫
で
あ
る
の
で
、
吸
い

出
す
の
が
良
い
。

3
0
分
た
っ
て
も
目
立
っ
た
症
状
が

な
け

れ
ば

、
無

毒
の

ヘ
ビ

だ
っ

た
か

、
も

し
く

は
毒

が
入

ら
な

か
っ

た
と

思
っ

て
よ

い
。

ハ
ブ

に
噛

ま
れ

た
後

、
血

圧
が

低
下

し
た

り
、

意
識

が
な

く
な

っ
た

り
と

全
身

症
状

が
出

る
場

合
も

あ
る

。
こ

れ
は

毒
が

体
へ

回
っ

た
た

め
と

考
え

ら
れ
る
。毒

が
回
ら
な
い
よ
う
に
縛
る
と
言
う
手
段
も
あ
る
が
、1

時
間
以
内
に
診
療
所
に
行
け
る
場
合
は
、必

要
な
い
。

ハ
ブ

に
噛

ま
れ

た
ら

、
毒

の
ま

わ
り

が
早

く
な

る
の

で
慌

て
て

走
っ

た
り

し
な

い
こ

と
。

応
急

処
置

後
、

で
き

る
だ

け
早
く
、
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け
る
こ
と
。

参
考

W
e
b
 
サ
イ
ト
；

h
t
t
p

:
/
/
w

w
w

.
g
e
o
c
i
t
i
e
s
.
j
p

/
h

a
b
u

y
a
k

a
t
a
/
i
n

d
e
x
.
h

t
m

l
 

西
表

島
の

診
療

所
： 

祖
納

診
療

所
 0

98
0-

85
-6

26
8、

夜
間

緊
急

電
話

 0
98

0-
88

-1
51

5 
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慶應義塾大学日吉紀要・自然科学 No. 47（20�0）

 
3

参
加
者
名
簿

番
号

 
 
氏
 
名

学
部

学
科

学
年

 
 
 
 
 
関
心
の
あ
る
実
験
テ
ー
マ

班
１

●
●

●
●

法
政

１
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
の
生
物
、
地
元
の
ヒ
ト
の
食
生
活

１
２

●
●

●
●

法
政

１
亜
熱
帯
地
域
の
生
態
系
、
自
然
環
境
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ

林
、
西
表
島
の
大
自
然

２

３
●

●
●

●
文

人
社

１
星
や
海
で
の
観
察
、
環
境
の
問
題

３

４
●

●
●

●
文

人
社

１
星
の
観
察
、
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
、
漂
着
物

４
５

●
●

●
●

法
政

１
西
表
島
の
環
境
問
題
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
生
態
系

１
６

●
●

●
●

法
法

１
星
空
、
サ
ン
ゴ
礁
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
、
生
物
多
様
性

２
７

●
●

●
●

医
医

２
生
物
多
様
性
、
環
境
問
題

３
８

●
●

●
●

法
法

２
４

９
●

●
●

●
法

政
２

亜
熱
帯
地
方
の
生
物
、
昆
虫
、
熱
帯
魚
な
ど
の
生
態
系

１
1
0

●
●

●
●

法
政

２
八
重
山
の
自
然
、
蝶
の
観
察
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林

２

1
1
 

●
●

●
●

法
政

２
西
表
島
の
自
然
、
多
様
な
生
物
と
人
間

３
1
2

●
●

●
●

法
政

４
亜
熱
帯
気
候
特
有
の
生
物
の
生
態
･環

境
問
題

１
1
3

●
●

●
●

法
政

４
２

1
4

●
●

●
●

法
政

４
３

1
5

●
●

●
●

経
経
済

４
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
、
熱
帯
の
盛
や
海
、
ゴ
ミ
問
題

４

 特
別

講
師

：馬
場

繁
幸

先
生

 琉
球

大
熱

帯
生

物
圏

研
究

セ
ンタ

ー西
表

島
実

験
所

所
長

 

教
員

･引
率

者
 

  
  

  
氏

 名
 

所
 属

 
 
秋
山
 
豊
子
 

 
慶
應
義
塾
大
学
・
生

物
学
教
室
 

 
片
田
 
真
一
 

 
同
上
 

 
宮
本
 
康
司
 

 
御

茶
の

水
大

学
・

サ
イ

エ
ン

ス
＆

エ
デ

ュ
ケ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

講
師
 

 
池
田
 
威
秀
 

 
御

茶
の

水
大

学
・

サ
イ

エ
ン

ス
＆

エ
デ

ュ
ケ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

講
師
 

 
 

 

 
4

実
習
日
程（

案
）（

こ
れ
は
晴
天
が
続
い
た
時
の
１
例
で
、天

候
に
よ
り
下
記
の
テ
ー
マ
リ
ス
ト
か
ら
入
れ
替
え
て
行
い
ま
す
）

月
 
日

 
 
 
午
 
前

 
 
 
 
午
 
後

 
 
 
夜
 
間

 
７
月

3
0
日

 
 

(
木

)

夕
刻
 
西
表
島
到
着

 
講
義
 
①

周
辺
の
地
形
と
生
物
観
察

夜
行
性
生
物
の
観
察

7
月

3
1
日

 
 

(
金

)

マ
ン

グ
ロ

ー
ブ

林
と

そ
の

中
の
生
物
達
の
観
察

マ
ン

グ
ロ

ー
ブ

林
と

そ
の

中
の

生
物

達
の

観
察

、
砂

浜
と

ア
マ

モ
場

の
観

察

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
ま
と
め

観
察
し
た
も
の
の
記
録

自
分
の
テ
ー
マ
の
観
察
記
録

 
８
月
１
日

 
 

(
土

)

亜
熱

帯
林

と
そ

の
中

の
生

物
の

観
察

 
浦

内
川

を
舟

で
登

り
、

軍
艦

岩
か

ら
歩

き
。
マ
リ
ュ
ド
ゥ
の
滝

カ
ン

ピ
レ

ー
の

滝
上

で
昼

食
。

来
た

道
を
帰
る
。

星
砂

の
浜

で
シ

ュ
ノ

ー
ケ

リ
ン

グ
の

練
習

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
ま
と
め

講
義
 
②

星
の
観
察

 
8
月
２
日

 
 

(
日

)

サ
ン
ゴ
礁

の
浅

い
とこ

ろ
で

魚
、サ

ンゴ
な
どの

観
察
。

サ
ン
ゴ
礁

の
や

や
深

い
とこ

ろ
で
魚

、
サ
ンゴ

な
どの

観
察

。
実
験
所
周
辺
の
生
物
の
観
察

発
表

そ
れ

ぞ
れ

の
観

察
テ

ー
マ

の
ま

と
め

 
8
月
３
日

 
(
月

)

朝
食
後
、

8
:
3
0
解
散

(
港
ま
で
送
る

)

実
習
テ
ー
マ
リ
ス
ト

１
．
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
《
１
案
》：

ヒ
ナ
イ
川
か
ら
船
浦
湾
へ
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
と
そ
の
中
の
生
物
の
観
察

２
．マ

ン
グ
ロ
ー
ブ
林
と
ヒ
ナ
イ
サ
ー
ラ《

２
案
》；

カ
ヌ
ー
で
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
を
抜
け
滝
ノ
下
へ
。滝

に
上
が
っ
て
昼
食
。

来
た
道
を
帰
る
。

３
．
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
と
ヒ
ナ
イ
サ
ー
ラ
《
３
案
》；

実
験
所
か
ら
山
道
経
由
で
滝
へ
。
滝
上
で
昼
食
。

４
．
砂
浜
と
ア
マ
モ
場
の
観
察

５
．
亜
熱
帯
林
と
マ
リ
ュ
ド
ゥ
・
カ
ン
ピ
レ
ー
の
滝
周
辺
の
生
物
の
観
察
；
浦
内
川
を
船
で
上
り
、
軍
艦
岩
か
ら
歩
き
。
マ

リ
ュ
ド
ゥ
の
滝
を
経
て
カ
ン
ピ
レ
ー
の
滝
で
昼
食
、
来
た
と
お
り
に
帰
る
。

６
．
サ
ン
ゴ
礁
と
生
物
の
観
察
；
星
砂
の
浜
、
あ
る
い
は
中
野
、
船
浮
で
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
を
行
っ
て
観
察

７
．
亜
熱
帯
圏
の
平
地
（
実
験
所
周
辺
）
の
生
物
の
観
察
（
特
に
チ
ョ
ウ
や
甲
虫
な
ど
の
昆
虫
類
）

８
．
夜
行
性
動
物
（
ホ
タ
ル
･コ

ウ
モ
リ
な
ど
）
と
サ
ガ
リ
バ
ナ
の
観
察

９
．
星
座
の
観
察

1
0
．
星
砂
の
観
察
と
考
察
（
悪
天
候
時
の
屋
内
用
テ
ー
マ
）

1
1
．
実
験
所
所
有
の
生
物
標
本
の
観
察
（
悪
天
候
時
の
屋
内
用
テ
ー
マ
）

1
2
．
そ
の
他
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5

《持
ち

物
：行

く前
に

必
ず

チ
ェッ

クを
して

くだ
さ

い
》 

  
 項

 目
 

  
  

  
  

  
  

  
 内

容
詳

細
 

チ
ェッ

ク欄
通

常
の

着
替

え
 

以
下
の
観
察
用
の
上
下
以
外
の
通
常
の
着
替
え
（
夕
食
後
な
ど
に
着
る

T
シ
ャ

ツ
、
短
パ
ン
、
下
着
の
替
え
な
ど
）

適
宜

 

野
外

観
察

用
の

服
装

と靴
 

基
本

的
に

長
袖

・
長

ズ
ボ

ン
（

日
焼

け
と

虫
刺

さ
れ

、
擦

り
傷

、
切

り
傷

防
止

の
た
め
）、

帽
子
、
は
き
な
れ
た

靴
（
滑
ら
な
い
し
っ
か
り
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

シ
ュ
ー
ズ
）

 

磯
･海

中
観

察
時

の
服

装
 浜

ま
で
の
往
復：

 
水
着
の
上
に
濡
れ
て
も
良
い

T
シ
ャ
ツ
・
短
パ
ン

(
帰
り
は
水
着
の
上
に
着
て
来

ま
す

)
、
帽
子
、
サ
ン
ダ
ル

 

 
 
 
泳
ぐ
と
き
：
 

(
怪
我
防
止
の
た
め
必
須

)
軍
手
、長

袖
上
着
、長

ズ
ボ
ン
、水

中
マ
ス
ク
と
シ
ュ

ノ
ー
ケ
ル
、
滑
ら
な
い

靴
(
マ
リ
ン
ブ
ー
ツ
か
ぬ
れ
て
も
良
い
底
が
し
っ
か
り
し

た
ス
ニ
ー
カ
ー

)
(
浜
ま
で
の
靴
や
サ
ン
ダ
ル
と
は
別
に
。
履
い
て
泳
ぐ
。

)

 

そ
の

他
 持

ち
物

 
1
リ
ッ
ト
ル
の
水
筒
（

5
0
0
m

l
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
２
本
な
ど
で
も
可
）

 
 

 
懐
中
電
灯
（
軽
い
も
の
が
良
い
。
ヘ

ッ
ド
ラ
ン
プ
で
も
可
）

(
補
充
用
電
池
も

)
 

 
 

デ
イ
バ
ッ
グ
（
小
型
の
ザ
ッ
ク
。
そ
の
日
に
必
要
な
も
の
だ
け
入
る
サ
イ
ズ
で
、

背
負
う
形
の
も
の
。）

 

 
筆

記
用

具
と

レ
ポ

ー
ト

用
紙

、
ポ

ケ
ッ

ト
に

入
る

メ
モ

手
帳

（
泳

ぐ
時

以
外

の
観
察
記
録
用
）
 

(
防
水
の
も
の
も
あ
る

)
 

 

 
健
康
保
険
証

(
個
人
用

)
 

 
洗
面
用
具

(
シ
ャ
ン
プ
ー
や
リ
ン
ス
の
備
え
付
け
は
無
し

)
、
タ
オ
ル

 
 

カメ
ラ

一
式

 
カ
メ
ラ
 
カ
メ
ラ
用
の
電
池
、
メ
モ
リ
、
パ
ソ
コ
ン
に
つ
な
ぐ
ケ
ー
ブ
ル

 
 

雨
具
（
防
水
の
利
い
た
パ
ー
カ
ー
、
傘
）

 
 

 
傷
薬
・
絆
創
膏
･虫

除
け
･そ

の
他
常

備
薬
、
日
焼
け
止
め
ク
リ
ー
ム
、

 
 

洗
濯
を
す
る
人
は
洗
剤
と
洗
濯
ネ
ッ
ト
（
洗
濯
機
と
乾
燥
機
が
あ
る
）

 
 

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー

 
 

お
金

 
（

実
験

所
に

来
る

ま
で

の
交

通
費

、
食

事
代

、
西

表
島

へ
の

フ
ェ

リ
ー

代
な
ど
、）

 

 
ビ
ニ
ー
ル
袋

(
濡
れ
た
も
の
を
入
れ
る
た
め

)
 

 
こ
の
要
綱

 
 

配
布
資
料

 
 

 
貸
与
し
た
本

(
西
表
フ
ィ
ー
ル
ド
図
鑑

)
、
西
表
島
の
地
図
（

2
5
0
0
0
分
の
一
）

 
 

自
分

で
探

し
た

資
料

な
ど

も
あ

れ
ば

。 
西

表
島

関
連

の
本

、
山

歩
き

・
夜

行
性

生
物

の
観

察
・

マ
ン

グ
ロ

ー
ブ

探
索

・
サ
ン
ゴ
礁
の
生
物
・
磯
で
の
観
察
に
関
す
る
も
の
等

 

そ
の

他
自

分
の

必
需

品
 

 

資
料

2．
事

前
の

予
習

ク
イ

ズ

西
表

島
課

外
授

業
 予

習
クイ

ズ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2
0
0
9
,
７

,
2
4
 
慶
應
大
西
表
島
実
習

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

行
く
前
に
西
表
島
に
つ
い
て
よ
く
理
解
を
し
て
お
く
こ
と
が
訪
問
者
と
し
て
の
礼
儀
で
す
。ま

た
、実

習
を
効
果
的
に
し

ま
す
。
さ
て
予
習
の
成
果
と
し
て
以
下
に
回
答
し
て
下
さ
い
。
西
表
島
へ
到
着
し
た
日
の
夕
食
時
に
回
収
し
ま
す
。

1
.

沖
縄
島
の
那
覇
市
ま
で
の
距
離
は
；
 

 
2
.

サ
ン
ゴ
と
は
、
○
○
動
物
の
総
称
の
こ
と
で
あ
る
。

 
3
.

西
表
島
の
特
別
天
然
記
念
物
を
３
つ
挙
げ
て
く
だ
さ
い
。

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4
.

西
表
島
の
面
積
は
東
京

2
3
区
と
比
べ
て
ど
の
位
？
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5
.

日
本
で
西
表
島
の
み
に
生
育
す
る
植
物
は
何
か
？

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

6
.

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
林
を
構
成
す
る
木
の
中
で
最
も
海
側
に
近
い
と
こ
ろ
に
生
息
す
る
も
の
は
？
 
 
 
 
 
 

7
.

サ
ン
ゴ
礁
の
内
礁
と
外
礁
の
間
に
は
、
干
満
の
間
に
干
上
が
っ
て
現
れ
る
 
 
 
 
 
と
呼
ば
れ
る
部
分
が
あ
る
。

8
.

西
表
島
の
位
置
で
正
し
い
も
の
は
？
 
①
サ
ハ
ラ
砂
漠
の
ど
真
ん
中
 
②
マ
イ
ア
ミ
市
の

1
0
0
k

m
北
、

③
台
湾
の
対
中
市
と
ほ
ぼ
同
緯
度
 

9
.

西
表
島
で
見
ら
れ
る
「
巨
大
な
こ
と
」
で
知
ら
れ
る
動
植
物
は
？

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1
0
.
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
の
中
で
た
け
の
こ
の
よ
う
な
形
の
根
は
な
ん
と
呼
ば
れ
る
か
？
 
 
 
 
 
 
 

1
1
.
西
表
島
の
国
指
定
天
然
記
念
物
を
 
５
つ
挙
げ
て
下
さ
い
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1
2
.
西
表
島
の
岩
礁
海
岸
に
特
有
な
植
物
を

5
つ
挙
げ
て
下
さ
い
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1
3
.
西
表
島
の
年
間
平
均
湿
度
は
 
 
 
 
 
 
 

%

1
4
.
西
表
島
の
海
辺
で
産
卵
す
る
魚
以
外
の
動
物
を
挙
げ
て
下
さ
い
。
 
 
 
 
 
 
 
 

1
5
.
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
以
外
の
木
々
の
中
で
最
も
海
側
に
近
い
と
こ
ろ
に
生
息
す
る
木
は
？
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1
6
.
種
子
や
胞
子
で
は
な
く
無
性
芽
で
繁
殖
す
る
「
ク
ロ
ー
ン
」
の
よ
う
な
生
物
は
？
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1
7
.
ハ
チ
の
よ
う
な
毒
針
を
持
つ
攻
撃
性
の
強
い
も
の
や
、体

内
に
毒
を
も
つ
も
の
に
色
や
姿
を
似
せ
て
擬
態
を
す
る
も
の

を
○
○
○
○
擬
態
と
い
う
。

1
8
.
西
表
島
の
海
岸
に
上
陸
す
る
ウ
ミ
ガ
メ
を

3
種
挙
げ
て
下
さ
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1
9
.
次
の
う
ち
西
表
島
に
あ
る
も
の
は
？
 
①
温
泉
、
②
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
、
③
金
鉱
、
④
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
、

 
⑤
映
画
館
 
⑥
鍾
乳
洞
 
⑦
駅
 
⑧
ご
み
処
理
場
（
焼
却
な
ど
の
処
分
場
）
⑨
洞
窟
 
 

2
0
.
沖
縄
県
指
定
天
然
記
念
物
を

4
つ
挙
げ
て
下
さ
い
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2
1
.
イ
リ
オ
モ
テ
ヤ
マ
ネ
コ
の
最
も
目
立
つ
特
徴
は
、
○
○
○
○
と
呼
ば
れ
る
白
い

斑
紋
で
あ
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 

2
2
.
イ
リ
オ
モ
テ
ボ
タ

ル
で

発
光
す
る
の
は
オ
ス
、
メ
ス
の
ど
ち
ら
？
 
 
 
 
 
 
 

2
3
.
西
表
島
の
最
高

峰
は
何
処
で
、
何
メ
ー
ト

ル
 
 
 
 
 
 
 

2
4
.
竹

富
町
指
定
天
然
記
念
物
を

2
つ
挙
げ
て
下
さ
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2
5
.
沖
縄
県
で
最
長
の

川
は
何
処
で
長
さ
は
何

ｋ
ｍ
？

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西
表

で
自

分
が

特
に

見
た

い
も

の
 １

０種
を

挙
げ

て
くだ

さ
い

。 
１
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

７
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

８
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

９
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1
0
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資
料

3．
ア

ン
ケ

ー
ト

の
質

問
表

��
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��
�

�
�

�

��
該
当
す
る
と
こ
ろ
に
丸
を
つ
け
、
質
問
に
答
え
て
下
さ
い
。

 
 
学
部
 
 
学
科
 
性
別
 
男
 
 
女
、
 
氏
名

(
差
し
支
え
な
け
れ
ば

)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
メ
ー
ル
だ
と
名
前
が
分
か
り
ま
す
の
で
、名

前
を
伏
せ
た
い
人
は
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
を
秋
山
研
の
ド
ア
の
封
筒
に
提
出
も
可
）

１
．
実
習
の
開
催
時
期
に
つ
い
て
良
い
と
思
う
の
は
；
 
①
夏
休
み
の

7
月
末
、
②

8
月
上
旬
、
③

8
月
中
旬
、
④

8
月
下
旬
、

⑤
9
月
上
旬
、
 
⑥

9
月
中
旬
、
 
⑦

9
月
下
旬

(
秋
学
期
開
始
直
前

)
、
⑧
夏
休
み
以
外
の
休
暇
中
 
 
 
 
 
 
 

２
．

実
習
の
費
用
は
；
①
行
け
る
の
で
あ
れ
ば
全
額
負
担
（

1
0
万
円
く
ら
い

)
で
も
行
き
た
い
。
②

5
万
円
負
担

(
半
額
く
ら
い

の
補
助

)
く
ら
い
が
よ
い
。
③
費
用
は
も
っ
と
補
助
し
て
安
く
し
て
欲
し
い
。

３
．
行
く
前
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
 
①
効
果
的
だ
っ
た
 
②
あ
ま
り
効
果
が
な
か
っ
た
 
③
や
っ
て
も
や
ら
な

く
て
も
ど
ち
ら
で
も
よ
か
っ
た
 
④
そ
の
他
 
改
善
す
る
と
す
れ
ば
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４
．
自
分
の
事
前
準
備
に
つ
い
て
；

 
①
充
分
に
予
習
を
し
、
シ
ュ
ノ
ー
ケ
ル
な
ど
の
道
具
の
使
用
法
を
理
解
す
る
な
ど
準
備
も
充
分
だ
っ
た
。
②
予
習
は
充
分
で

は
な
か
っ
た
。
③
道
具
の
使
用
法
の
理
解
な
ど
の
準
備
は
充
分
で
は
な
か
っ
た
。
④
予
習
も
道
具
の
使
用
法
の
理
解
な
ど
の
準

備
も
充
分
で
は
な
か
っ
た
。

５
．
実
習
の
内
容
は
；
①
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
見
た
か
っ
た
。
例
え
ば
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②
今
回
の
内
容
で
十
分
だ
と
思
う
。
 
③
内
容
的
に
盛
り
込
み
す
ぎ
だ
っ
た
。
④
体
力
的
に
ハ
ー
ド
す
ぎ
た
。

⑤
そ
の
他
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６
．
実
習
に
参
加
し
た
自
分
の
態
度
に
つ
い
て
；
①
主
体
的
に
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
。
②
内
容
に
よ
っ
て
は
あ
ま
り
興
味
が
持

て
ず
、
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
受
身
だ
っ
た
。

(
そ
の
内
容
を
書
い
て
下
さ
い

)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③
ほ
と
ん
ど
全
く
の
受
身
で
付
い
て
行
く
だ
け
だ
っ
た
。

 ７
．
安
全
に
つ
い
て
の
配
慮
 
 
①
十
分
だ
っ
た
、
 
②
あ
ま
り
十
分
と
は
思
え
な
か
っ
た
 
③
不
十
分
と
思
え
た

④
そ
の
他
 
改
善
す
る
と
す
れ
ば
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

８
．
班
構
成
に
つ
い
て
 
①
良
か
っ
た
、
 
②
あ
ま
り
効
果
的
で
は
な
か
っ
た
 
③
な
く
て
も
よ
い
と
思
っ
た

④
そ
の
他
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

9
．
そ
れ
ぞ
れ
の
実
習
に
つ
い
て
感
じ
た
事
を
一
言
ず
つ
書
い
て
下
さ
い
。

 
夜
間
の
亜
熱
帯
生
態
系
の
観
察
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
の
観
察
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
カ
ヌ
ー
に
よ
る
亜
熱
帯
生
態
系
の
観
察
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
亜
熱
帯
林
の
観
察
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
サ
ン
ゴ
礁
の
観
察
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
実
習
所
周
辺
の
観
察
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
星
の
観
察
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
鳩
間
島
豊
年
祭
の
見
学
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1
0
.
 
馬
場
・
片
田
・
宮
本
・
池
田
の
４
先
生
の
講
義
に
つ
い
て
感
想
を
書
い
て
下
さ
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1
1
.
「
星
砂
の
観
察
」、
「
酸
性
雨
や
大
気
汚

染
の
調

査
」
な
ど
、

日
程

･天
候
な
ど
に
よ
り
実

施
す
る
可
能
性
の
あ
る
テ
ー
マ
と

し
て
、
用
意
し
て
い
た
も
の
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
に
付
い
て
の
希
望
が
あ
れ
ば
書
い
て
下
さ
い
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1
2
.

今
回
の
実
習
に
参
加
し
て
、
自
分
に
と
っ
て
の

1
番
の
収
穫
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
？

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1
3
.

実
習
で
実
際
に
見
て
、体

験
し
て
、衝

撃
を
受
け
た
も
の
や
事
柄
、考

え
て
い
た
こ
と
と
違
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
あ
れ

ば
、
書
い
て
下
さ
い
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1
4
.

も
っ
と
、時

間
を
費
や
し
た
か
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
れ
ば
書
い
て
下
さ
い
。そ

こ
で
も
っ
と
時
間
を
か
け
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
何
を
し
た
か
っ
た
か
、
な
る
べ
く
具
体
的
に
書
い
て
下
さ
い
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1
5
.

そ
の
外
の
感
想
が
あ
れ
ば
、自

由
に
書
い
て
下
さ
い
。ま

た
、来

年
も
課
外
授
業
と
し
て
開
講
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
意

見
な
ど
が
あ
れ
ば
、
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
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資
料

4．
ア

ン
ケ

ー
ト

の
結

果
の

ま
と

め
1

2
0
0
9
年

西
表
島
課
外
授
業
を
終
了
し
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
ま
と
め
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�
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�
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�
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�
①
 

9
人
 
 
②
 

7
人
 
 
③
 

1
人
 
 
④
 
0
人
 
 
⑤
 
0
人
 
 
⑥
 

0
人
 
 
⑦
 

0
人
 
⑧
 

0
人

 
＜
自
由
記
載
＞
 
①
 
た
だ
し
、夏

休
み
入
っ
て
す
ぐ
よ
り
は

3
日
く
ら
い
あ
け
て
か
ら
の
方
が
よ
り
よ
か
っ
た
で
す
。

�
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�

�
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�
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�
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¦
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�
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�
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�
¬

ª
�

£
①
 

2
人
 
 
②
 

9
人
 
 
③
 

4
人
 
 

 
 
付
記
；
①

実
習

に
参

加
し

た
後

で
そ

う
思

い
ま

し
た

。
®

�
�

�
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�
¯

°
±

²
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´
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¶
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�
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�
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�
�

①
 
1
3
人
 
 
②
 

2
人
 
 
③
 
0
人
 
 
④
 

4
人
 
 

＜
自
由
記
載
＞

 
 
①
 

(
改
善
す
る
と
す
れ
ば

)
回
数
を
増
や
す
、も

し
く
は
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
等
の
資
料
を
も
っ
と
提
供
し
て
い
た
だ
い
た

上
で

一
回

ぐ
ら

い
事

前
レ
ポ

ー
ト

の
よ
う

な
課

題
が
あ

っ
た

方
が
か

え
っ

て
本
番

の
実

習
に
向

け
て

目
的
意

識
が

高
ま

っ
た
と
思
う
。

 
 
④
・
行
く
前
に
、
も
っ
と
現
地
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
お
い
て
ほ
し
か
っ
た
で
す
。

 
 
 
・
自
分
の
興
味
の
あ
る
と
こ
ろ
の
み
を
突
き
詰
め
て
い
く
（
質
問

e
t
c
）

 
・
で
き
た
ら
実
際
の
実
習
時
の
格
好
を
見
本
で
見
せ
て
ほ
し
か
っ
た
で
す
。特

に
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
の
と
き
の
 
 

格
好
に
ち
ょ
っ
と
困
っ
た
の
で
。

・
時
間
通
り
に
始
ま
ら
な
い
、

(
班
の
？

)
話
し
合
い
が
議
題
を
逸
れ
て
ダ
ラ
ダ
ラ
と
続
く
、
と
い
う
点
が
少
々
気
に

な
り
ま
し
た
の
で
、
そ
こ
が
改
善
点
か
と
思
い
ま
す
。

 
 
 
・
も
う
少
し
班
員
の
親
睦
を
深
め
る
時
間
が
あ
る
と
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
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3
人
 
 
②
 

3
人
 
 
③
 

7
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④
 

1
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�
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�
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�
�

�
�

�
�

①
 

7
人
 
 
②
 

6
人
 
 
③
 
0
人
 
 
④
 

2
人
 
 
⑤
 

2
人
 

＜
自
由
記
載
＞

 
①
・
例
え
ば
 
滝
、
熱
帯
林
。

 
 
・
例
え
ば
、ハ

と
間
島
や
西
表
島
の
人
々
の
暮
ら
し
方
。蝶

や
植
物
。行

け
な
か
っ
た
滝
に
も
興
味
が
あ
り
ま
し
た
。

 
 
・
例
え
ば
 
昆
虫
類
の
観
察
の
時
間
が
短
く
、
ま
た
観
察
時
間
帯
が
不
適
切
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

2

 
 
・
例
え
ば
 
マ
リ
ュ
ド
ゥ
の
滝
も
上
っ
て
み
た
か
っ
た
で
す
。

 
 
・
例
え
ば
 
も
っ
と
多
く
の
生
物
を
見
た
か
っ
た
で
す
。

 
 
・
例
え
ば
 
 
 
カ
ヌ
ー

 
 
・
例
え
ば
 
カ
ン
ピ
レ
ー
の
滝

 
⑤
・
少
し
プ
ラ
ン
変
更
が
多
か
っ
た

 ・
体
力
的
に
ハ
ー
ド
で
内
容
が
満
載
だ
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
が
、せ

っ
か
く
西
表
島
に
行
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、

内
容
は
充
実
し
て
い
る
べ
き
な
の
で
十
分
だ
っ
た
と
い
え
る
。

 
・
内
容
的
に
は
十
分
だ
っ
た
け
れ
ど
、
一
つ
一
つ
の
内
容
を
も
う
少
し
深
め
た
か
っ
た
。
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�
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�
�

�
�

�
①

 
1
1
人
 
 
②
 

4
人
 
 
③
 

0
人
 
 

＜
自
由
記
載
＞

 
②
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
が

前
日
や
当
日

に
な
ら
な
い

と
分
か
ら
な

い
た
め
で
も

あ
る
が
、
豊

年
祭
の
こ
と

な
ど
事
前
に
少
し

で
も
理
解
し
て
い
た
ら
も
っ
と
面
白
か
っ
た
と
思
う
。

 
 
・
鳩

間
島
の
お
祭

り
は
、
予
備

知
識
な
し
に

行
っ
た
の
で

、
な
ん
と
な

く
見
る
だ
け

に
な
っ
て
し

ま
っ
た
と
思
い
ま

す
。

 
 
・
疲
れ
て
い
る
と
き
な
ど
は
結
構
、
集
中
力
が
散
漫
だ
っ
た
。

 
 
・
豊
年
祭
（
興
味
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
で
す
が
、
暑
さ
で
気
力
（
集
中
力

?
）
が
削
が
れ
て
い
た
よ
う
な
気
が

し
ま
す
）
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①
 
1
5
人
 
 
②
 

0
人
 
 
③
 

0
人
 

＜
自
由
記
載
＞

 
①
・
例
え
ば
海
や
森
の
実
習
で
の
服
装
や
装
備
に
関
し
て
先
生
方
に
何
度
も
指
導
さ
れ
て
い
た
た
め
、
怪
我
等
一

切
な

く
安
全
だ
っ
た
と
思
う

´
�

µ
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�
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�
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①
 
1
1
人
 
 
②
 

1
人
 
 
③
 

1
人
 
 
④
 

3
人
 
 

＜
自
由
記
載
＞

 
①
・
個
人
で
の
行
動
と
班
で
や
る
べ
き
こ
と
が
も
う
少
し
は
っ
き
り
し
て
い
れ
ば
も
っ
と
よ
か
っ
た
。

 
④
・
も
う
少
し
最
初
か
ら
班
行
動
を
増
や
し
た
方
が
い
い
気
も
し
ま
す
。

 
 
・
野
外
調
査
が
個
人
活
動
中
心
だ
っ
た
の
で
、
プ
レ
ゼ
ン
だ
け
を
グ
ル
ー
プ
活
動
に
す
る
の
は
あ
ま
り
有
意
な

意
義

を
感
じ
な
か
っ
た
。

 
 
・
そ
の

他
 
班
行
動
を
も
っ
と

取
り
入
れ
た
り
、
行
動

ご
と
に
班
を
変
え
た
り
す
る
と
、
よ
り

参
加

者
同

士
で

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
と
れ
る
と
思
う
。
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3

 
 
・
発

表
に

つ
い

て
は

、
班

で
１

つ
な

の
か

個
人

で
１

つ
ず

つ
な

の
か

統
一

し
た

方
が

良
か

っ
た

よ
う

に
思

い
ま

す
。
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�
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�
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�

�



	
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
・

サ
ガ
リ

バ
ナ
の
観
察
が
出

来
た
の
が
非

常
に
よ
か
っ
た
。

・
サ
ガ
リ

バ
ナ
が
見
ら
れ
て
良
か
っ
た
で
す
。

・
暑
さ
と
疲
れ
で
少
々
体
が
重
か
っ
た
が
、
見
ら
れ
た
時
に
は
と
て
も
感
動
し
た
。

・
昼
と
は
違
う

亜
熱
帯

林
の

様
子
、

独
特
の

雰
囲

気
に

触
れ
る

こ
と
が
で
き

て
探

検
を
し

て
い
る
よ
う

な
気
分
に
な

り
、

好
奇
心
・

探
究
心
が

強
く
な
っ
た
。

・
大

ウ
ナ

ギ
と

サ
ガ
リ

バ
ナ
が
と
て
も

印
象
に

残
っ
て
い
る
。

漆
黒
の

暗
闇
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
わ
か
っ
た
。

1
日
目

だ
け
で
は
な
く
、

2
日
目
や

3
日
目
に
も
観
察
に
行
き
た
か
っ
た
。

・
サ

ガ
リ

バ
ナ
に
感

動
し
ま
し
た

！
懐
中

電
灯

の
光
だ
け
で

生
き
物
や
植

物
を

探
す
の

は
と
て
も

楽
し
く
て
、
も

っ
と
た

く
さ
ん

や
り
た
か
っ

た
で
す
。

ツ
ア
ー
の
人
の

多
さ
に
も

驚
き
ま
し
た
。

あ
の

場
所
に

も
う
一
回

太
陽
が
で
て
い

る
あ
い

だ
に
も
行
っ
て
み
て
、

夜
と
の

比
較
を
し
て
み
た
い
な
ぁ
と
お
も
い
ま
し
た
。

・
サ

ガ
リ

バ
ナ

落
ち
る

瞬
間
を
見
て
み
た
い
と
思
っ
た
。

・
サ

ガ
リ

バ
ナ
を
見

ら
れ
た
事
が

、
一
番
の

収
穫
だ
っ
た
と

思
う
。

運
に

も
左

右
さ
れ

る
ら
し
い
の

で
、
本
当
に

貴
重
な

体
験
だ
っ
た
と
思
う
。
 

・
と
に
か
く

サ
ガ
リ

バ
ナ
を
多
く
見
る
こ
と
が
出

来
て
良
か
っ
た
。

・
昼
間
の
生
物
と
の
違
い
を
も
っ
と
は
っ
き
り
と
確
か
め
た
か
っ
た
。

・
サ

ガ
リ

バ
ナ
の

香
り
が

印
象
的
だ
っ
た
。

・
初
め
て

夜
間
に
観
察
を
行
い
怖
か
っ
た
が
、
お
も
し
ろ
か
っ
た
。

・
夜
間
の
生
態

系
も
ま
た
、
昼
間
と

同
様
に
多

様
性
が
あ
る
と
知
っ
た
。

・
今
年
は

無
理
か
も
と

言
わ
れ
て
い
た

サ
ガ
リ

バ
ナ
が
見
ら
れ
て
良
か
っ
た
。

水
辺
だ
け
で
は
な
く

道
端
に
も
カ

ニ
が

た
く
さ
ん
い
て
驚
い
た
。

・
夜
行

性
の
生
物
が
あ
ん
な
に
た
く
さ
ん
い
る
な
ん
て
知
ら
な
か
っ
た
。

�
�

�
 


�

�
�

�
�

・
日
本
で

は
西
表
で
し

か
観
察
で
き

な
い

所
や

馬
場
先
生
等
の

プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ
ル
の

方
と
一

緒
で

な
け
れ
ば
入
れ
な

い
所
観
察
で
き
な
い
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
大
変

貴
重
な

場
所
を
自
ら

歩
き

触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
衝

撃
的
だ
っ
た
。

・
馬

場
先
生
に
つ
い
て
い
く
の
に

必
死
で
十
分
に
は
観
察
で
き
な
か
っ
た
。
シ
レ

ナ
シ

ジ
ミ
、

キ
バ

ウ
ミ

ニ
ナ
、

オ
ヒ

ル
ギ
が

印
象
に

残
っ
て
い
る
。

・
特

殊
な

環
境
に
適

応
し
て
い
る
生
物
達
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の

工
夫
が
面
白
か
っ
た
で
す
。

・
ア

フ
リ
カ
の

ジ
ャ
ン
グ
ル
を
歩
い
て
い
る
よ
う
な
感
じ
で
非

常
に

楽
し
か
っ
た
。

・
サ

バ
イ

バ
ル
を
し
て
い
る
か
の
よ
う
な

道
だ
っ
た
が
、
や
り

遂
げ
た

後
の
充

足
感
は
何
と
も

言
い
よ
う
が
な
く
、

差
し

入
れ
の

パ
イ

ナ
ッ
プ
ル
が
こ
の
上
な
く
美
味
し
く
感
じ
ら
れ
た
。
 

・
耳
に
は
し
て
い
た
け
れ
ど
、
よ
く
し
ら
な
か
っ
た
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
を
じ
か
に
見
ら
れ
て
と
て
も
面
白
か
っ
た
で
す

。
馬

場
先
生
の
お
か
げ
で
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
根
や

葉
っ

ぱ
や

幹
の
お
も
し
ろ
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
興
味
が
も
て
ま
し
た
。

・
一

般
の
植
物
と
違
う
性
質
を

持
つ
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
の
植
物
が
あ
る
こ
と
に
驚
い
た
。

4

・
川
と
森
が

文
字
通
り

共
存
し
て
い
る

状
態
に
、
感
動
し
た
。
ま
た
、

干
潮
の
時
に
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
を
す
ぐ

傍
で

見
る

こ
と
が

出
来
た
の
も
良
い
体

験
に
な
っ
た
。

・
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
を
初
め
て
見
た
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
が
、
特
に

馬
場
先
生
に

言
わ
れ
て

葉
を

舐
め
た
時
と
そ

れ
の

説
明
が
と
て
も

印
象
的
で
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
生

態
系
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

・
亜
熱
帯
の
海

水
付

近
と
い
う
特

殊
な

環
境
で
生

存
す
る
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
と

温
帯
の
植
物
と
の
違
い
が
わ
か
り
、

大
変

有
意
義
だ
っ
た
。

・
林
の
中
の

泥
の
感

触
・

ガ
ス

臭
が

独
特
だ
っ
た
。

・
教

科
書
で
見
て
き
た
も
の
が
実
際
に
見
ら
れ
て
よ
か
っ
た
。

・
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
が
他
の

樹
木
と
全
く

異
な
る

環
境
に
い
る
こ
と
を
体

験
で
き
た
。

・
実
際
に

歩
い
た
こ
と
で
、

複
雑
な
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
や

潮
の
満
ち

引
き
を
体
感
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

枝
を
切

っ
て

内
部
を
観
察
し
た
り
、

葉
を

食
べ

比
べ
た
り
し
て
、

講
義
で

聞
い
た
知
識
が
感

覚
的
に
も
理
解
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

・
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
の
中
で
生
き
る
植
物
の

厳
し
さ
と

潮
の
満
ち

引
き
で

環
境
が

ご
ろ
っ
と
変
わ
っ
て
し
ま
う
マ
ン

グ
ロ

ー
ブ
林
の
中
で
生
き
て
い
る
生
物
の
強
さ
を
感
じ
た
。

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
・
カ
ヌ
ー
を
こ
い
で
目
的
地
ま
で
向
か
う
と
い
う

経
験
そ
の
も
の
が

貴
重
で
あ
り

楽
し
か
っ
た
。

・
カ
ヌ
ー
は
意
外
と
転

覆
し
な
い
の
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

・
カ
ヌ
ー
を
こ
ぐ
の
に

夢
中
に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
見
る
べ
き
ポ

イ
ン
ト
を

決
め
て
お
か
な
い
と
観
察
は

難
し
い

と
思

っ
た
。

・
と
て
も

楽
し
か
っ
た
の
で
も
う
少
し
時
間
を
取
っ
て
ほ
し
か
っ
た
。

・
ま

ず
歩
い
て

同
じ

高
さ
で
マ
ン

グ
ロ
ー
ブ
に

触
れ
、

今
度

は
水
の
上
か

ら
マ
ン
グ
ロ

ー
ブ
を

眺
め

る
と
い
う
違

っ
た
視

点
を

取
り
入
れ
ら
れ

る
も
の
だ
っ

た
。
カ
ヌ
ー

を
漕
ぐ
と
い

う
楽
し
み
も

得
ら
れ
る
。

マ
ン
グ
ロ
ー

ブ
に
突
っ

込
む
の
も

御
愛

嬌
。

・
実
は

歩
い
て
い
る

と
き
に
は
あ

ん
ま
り

余
裕

を
持
っ
て
見

れ
て
い
な
か

っ
た
マ
ン
グ

ロ
ー
ブ
の
上

部
分
な
ど
（

？
）
を

ゆ
っ
く

り
じ
っ
く
り

見
る
こ
と
が

で
き
て
と
て

も
よ
か
っ
た

で
す
。
ま
た

や
り
た
い
で

す
。

ぜ
ひ

四
時

起
き
で
も

サ
ガ
リ

バ
ナ
の

落
ち
る

音
を

聞
い
て
み
た
い
な

ぁ
と
思
い
ま
し
た
・
・
・

・
カ
ヌ
ー
は
初
め
て
で
あ
っ
た
の
で
良
い
体
験
が
で
き
た
。

・
普

段
見

慣
れ
て
い
る

雑
木
林
と
は

1
8
0
度
違
う

世
界
だ
っ
た
。
ま
た
、
生

息
す
る
昆
虫
の

種
も
本

州
と
は
か
な
り
変
わ

っ
て
お
り
、
興
味
深
か
っ
た
。

・
海
、

川
、

川
の
上

流
ま
で
の

繋
が
り
を
ま
じ
か
で
体

験
で
き
、
良
い

経
験
と
な
っ
た
。
ま
た
、

発
見
し
た

手
長

エ
ビ

の
巨

大
さ
に

驚
い
た
。
カ
ヌ
ー
は
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

・
漕
ぐ
の
に

必
死
で
、
あ
ま
り
生
物
に
は
着
目
で
き
な
か
っ
た
。

・
カ
ヌ
ー
は
最
高
に
面
白
か
っ
た
。

・
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
を
外
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の

群
生
を
見
れ
た
。

・
カ
ヌ
ー
は

純
粋
に

楽
し
か
っ
た
で
す
。

魚
が

根
の

近
く
に
い
る

様
子
な
ど
、

水
が
な
い

所
を

歩
い
て
観
察
し
た
時

は
違

う
視
点
で
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
を
見
ら
れ
て
良
か
っ
た
で
す
。
 

・
カ
ヌ
ー
が
気
に

ぶ
つ
か
り
そ
う
に
な
っ
た
時
に
感
じ
た
の
だ
が
、

枝
に

伸
縮

性
が
あ
っ
て
、
多
少
の
こ
と
で
は

折
れ

な
い
の
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。
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5

�
�

�
�

�
�

�
・

ツ
ル
ア
ダ
ン
や

亜
熱
帯
の
森
で
し
か
観
察
で
き
な
い

エ
ビ
な
ど
が
見
る
こ
と
が
で
き
充
実
し
て
い
た
。
も
う
少
し

奥
ま

で
行
き
た
か
っ
た
。

事
前
に
日

吉
の
森
な
ど
を
観
察
し
、
そ
れ
と
対

比
し
た
り
す
れ
ば
、
も
っ
と
特
徴
な
ど
に
気
付
け
た
と
思
う
。

・
岩
や
森
を

掻
き
わ
け
て
入
り

込
む
こ
と
の
多
い
実
習
だ
と
感
じ
た
。
観

葉
植
物
と
し
て
見
た
こ
と
の
あ
る
よ
う
な

植
物

が
大
き
く

育
っ
て
い
る
の
を
見
ら
れ
た
。
日
光
を

取
り
合
う
自
然

界
の
生

存
競

争
を
目
の
当
た
り
に
で
き
た
。

・
ア
ダ
ン
を
見
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
見
ら
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。

・
木
の
内

部
の

仕
組
み
な
ど
の
観
察
で
き
た
こ
と
が
非

常
に

印
象
的
だ
っ
た
。

・
植
物

独
自
の
生

存
方

法
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
絞
め

殺
し
植
物
と

木
の

攻
防
は
お
も
し
ろ
か
っ
た
・
・
・
。

サ
キ
シ
マ

ス
オ

ウ
ノ

キ
の

板
根
に
は

び
っ
く
り
し
ま
し
た

！
何
で
あ
ん
な

根
に
な
る
の
か
・
・
・
。
い
ろ
ん
な
虫
や

動
物

と
の

出
会
い
も

楽
し
か
っ
た
で
す
。

・
山
地

性
の
蝶
や

平
地
で
は
見
ら
れ
な
い
生
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
お
も
し
ろ
か
っ
た
。

・
根
っ
こ
の

形
か
ら
し
て
ま

ず
特

徴
的
だ
と
感
じ
た
。

今
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
る
熱
帯
植
物
を
実
際
に
見
て
、
人

工
的

に
育
て
ら
れ
た
も
の
と
、
野
生
で
育
っ
て
い
る
も
の
と
は
や
は
り
違
う
と
思
っ
た
。

・
生
え
て
い
る
植
物
が
日
本
本

土
の
も
の
と
は
違
う
の
は
当

然
だ
が
、
少
な
い

ス
ペ
ー

ス
を

巡
っ
て

競
争
が
あ
る
ん

だ
な

と
い
う
こ
と
を
実
際
に
目
で
見
る
こ
と
が
で
き
た
。（

E
x
ツ
ル
植
物
）

・
温
帯
地

域
の
植
物
と

形
が

ず
い

ぶ
ん

異
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は

亜
熱
帯
地

域
を
生
き

抜
く
た
め
の
植
物
の
知

恵
の

表
れ

な
の
だ
と
先
生
か
ら

伺
い
、

勉
強
に
な
っ
た
。

・
植
物
・
生
物
が
豊
か
。
あ
と
川
の

水
が
お
い
し
い
。

・
今
ま
で
見
た
こ
と
な
い
植
物
ば
か
り
で
ワ

ク
ワ

ク
し
た
。

・
絞
め

殺
し
植
物
な
ど
、
生
態

系
の
生
き
残
り
の

様
が
興
味
深
か
っ
た
。

・
図
鑑

に
載
っ

て
い
た

一
つ

一
つ
の

植
物

だ
け
で

な
く

、
亜
熱

帯
林

全
体
の

構
成

も
見
ら

れ
て

良
か
っ

た
で

す
。
あ

ん
な

に
多

種
多

様
な
植
物
が
ひ
し
め
き
合
っ
て
い
る
の
に
下
の
方
ま
で

明
る
か
っ
た
の
が

印
象
的
で
し
た
。

・
木
の

根
が

土
か
ら

浮
き

出
し
て
お
り
、
複

雑
に

絡
ま
っ
て
い
た
の
が

印
象
的
だ
っ
た
。

�
�

�
�

�
�

�
・
当
日
は
少
し

波
が
高
く
観
察
に
少
し

支
障
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
わ

ず
か
に
海
を

覗
く
だ
け
で
見
え
る
多

様
な

生
物

が
織
り

成
す

様
は

美
し
か
っ
た
。

・
宝

石
の
よ
う
な

魚
が
こ
ん
な
に

岸
に

近
い

所
に
い
る
ん
だ
、
と
感
動
し
た
。
し
か
し
思
っ
た

以
上
に
人
が
多
く
、

人
に

よ
る
生

態
系

へ
の

影
響
が
気
に
な
っ
た
。

・
こ
ん
な
に
き
れ
い
な
海
が
あ
っ
た
の
か
と
思
っ
て
感
動
の
一
言
に

尽
き
る
。

波
が

強
く
て
、
深
い

部
分
の
観
察
は

心
ゆ

く
ま
で
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
が
、
最
大

限
の
時
間
を
確

保
し
て
い
た
だ
け
て
あ
り
が
た
か
っ
た
。

・
青
い
海
、
た
く
さ
ん
の
魚
た
ち
に
、
た
だ
た
だ
感
動
。
も
う
少
し
深
い
と
こ
ろ
で
観
察
し
た
か
っ
た
で
す
。

・
足
を
切
っ
て
し
ま
っ
た
け
ど
非

常
に
い
い
思
い
出
に
な
っ
た
。

・
水

族
館

の
よ
う
な

ガ
ラ

ス
越
し
で

な
く
自
分
の

目
で

直
接
、

あ
ん
な
に
き

れ
い
な

サ
ン

ゴ
や
か
わ
い

い
魚
た
ち
が
見
ら

れ
て
感

動
し
ま
し
た

！
特
に
リ
ア

ル
・

ニ
モ
に

出
会
え
た
の

は
う
れ
し
か

っ
た
で
す
・

・
。
ま
た

コ
ケ
を

育
て
る

魚
の

存
在
に
は

び
っ
く
り
し
ま
し
た
・
・
先
生
の
お
か
げ
で
気

づ
け
ま
し
た
。
 

・
内

礁
と
外

礁
で

環
境
が

ガ
ラ

ッ
と
変
わ
る
こ
と
に
驚
い
た
。
白

化
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

・
テ
レ

ビ
で
見
る
の
と

は
、
全
く
違

う
サ
ン

ゴ
の

形
状
・
外
観

に
驚
い
た
。

予
想

以
上
に

巨
大
だ
っ
た

事
も

驚
き
の
一

因

6

と
な
っ
た
。

・
サ
ン

ゴ
礁
に

接
し
た

の
が
初
め
て

だ
っ
た
の
で

全
て
が

新
鮮

で
し
た
が
、

非
常
に
多

様
な

サ
ン

ゴ
が

広
範

囲
に
生

息
し

て
い
る
こ
と
を
実
際
に
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

・
一
番

強
い
熱
意
を

持
っ
て

取
り

組
め
た
。
海
を

泳
い
で
い
て

あ
ん
な
に

沢
山
の

魚
や

サ
ン

ゴ
礁
を
間

近
で
見
ら
れ
て
感

激
だ
っ
た
。

イ
ソ

ギ
ン

チ
ャ

ク
の

吸
引
力
に

驚
い
た
。

機
会
を
見
つ
け
て
ま
た

挑
戦
し
た
い
。

・
生
き
て
い
る
も
の
と
死
ん
で
い
る
も
の
の
差
が
ハ

ッ
キ
リ
と
わ
か
っ
た
。
 

・
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
で
見
る
魚
は
本
当
に
き
れ
い
だ
っ
た
。

・
海
の
生
物
は

南
国
特
有
の
カ
ラ
ー
が
多
く
、
と
て
も

楽
し
か
っ
た
。
 

・
場

所
ご
と
に
生

息
し
て
い
る

魚
や

サ
ン

ゴ
の

種
類
が
違
っ
て
面
白
く
、

ず
っ
と
見
て
い
て
も

飽
き
な
か
っ
た
で
す
。

・
大
き
い

魚
と

小
さ
い

魚
が

共
存
し
て
い
る
の
を
見
て
、

サ
ン

ゴ
礁
に
は

魚
の

食
糧
が
豊

富
な
の
だ
ろ
う
か
と
思
っ
た
。

 
 
 
 

�
�

�
�

�
�

�
�

・
ち
ょ
っ
と

歩
く
だ
け
で
、

亜
熱
帯
の
森
で
し
か

棲
息
で
き
な
い
蝶
や
ト
カ

ゲ
、

鳥
な
ど
を
自
ら
の

手
で
見
つ
け
る

こ
と

が
で
き
て
面
白
か
っ
た
。

・
予

想
し
た

以
上
に

ぞ
ろ

ぞ
ろ

奇
妙
な
生
き
物
が
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
だ
と
感
じ
た
。
し
か
し
先
生
方
は
次
々
と

い
ろ

い
ろ
な
生
き
物
を
見
つ
け

出
し
て
い
て

驚
い
た
。
自

宅
近
く
の

河
川

敷
や
自

然
公

園
に

似
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、

相
違

点
よ
り
類

似
点
の
方
に
興
味
を

ひ
か
れ
た
。

・
初
日
の

到
着
時
に
見
た

景
色
は
自

然
そ
の
も
の
で

雄
大
さ
っ
て
こ
う
い
う
も
の
を
指
す
ん
だ
ろ
う
な
と
感
じ
た
。

後
日

の
実
習

所
周

辺
の
観
察
で
は
、

珍
し
い
蝶
や

鳥
を
見
る
こ
と
は
で
き
て
よ
か
っ
た
の
で
す
が
、

私
の
班
に
は
虫

取
り

に
秀

で
た
人
が
い
な
か
っ
た
の
で
、
他
の
班
に

頼
る
し
か
な
か
っ
た
の
が

残
念
で
し
た
。

・
少
し

歩
く
だ
け
で
、
虫
が

捕
ま
え
ら
れ
る
こ
と
に
感
動
。
虫
は

嫌
い
だ
が
、

楽
し
か
っ
た
で
す
。

・
虫

取
り
は

想
像

以
上
に
面
白
か
っ
た
。
も
う
少
し
虫
の
い
る
時
間
で
も
よ
か
っ
た
。

・
実
習

所
か
ら

遠
く
に
行
く
の
も
よ
か
っ
た
で
す
が
、

滞
在
し
て
い
た
と
こ
ろ
の
す
ぐ

近
く
に
も
島

独
自
の
植
物
や

昆
虫

た
ち
が
い
る
こ
と
を

身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
て
と
て
も
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。
先
生
方
の
目
の
付
け
所
、

情
熱

や
技

術
の

差
を
思
い
知
る
良
い

機
会
で
し
た
・
・

！
・
時
間
帯
の
せ
い
か
あ
ま
り
多
く
の
生
き
物
は
観
察
で
き
ず

残
念
だ
っ
た
。

・
人
が
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
野
生
の
蝶
が
予
想

以
上
に
多
く
て
意
外
に
思
っ
た
。

・
あ
れ
だ
け
の

範
囲
に

非
常
に
多
く
の
昆
虫
や
植
物
が
生

息
し
て
い
る
こ
と
に

驚
い
た
。
初
め
て
生
の

ホ
タ
ル
を
見

る
こ

と
が
で
き
た
の
も
良
か
っ
た
。

・
先
生
方
が

沢
山
昆
虫
を
見
つ
け
て
い
た
の
に
、
自
力
で
は
全

然
捕
ま
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
が

残
念
。
し
か
し
先
生

方
の

解
説
を

聞
き
な
が
ら
昆
虫
を
観
察
で
き
る
の
は
贅

沢
な
体

験
で
あ
っ
た
と
思
う
。

・
久
し

ぶ
り
に
集
中
し
て
生
き
物
探
し
を
し
た
。

・
初
め
て

網
を

振
っ
た
が
、

想
像

以
上
に

難
し
か
っ
た
。

・
西
表
の
個
体
ご
と
に

ミ
ク
ロ
の

視
点
か
ら
見
ら
れ
て
よ
か
っ
た
。

・
雑

草
の
よ
う
な

草
花
の

様
子
も

東
京
と
違
っ
て
面
白
か
っ
た
で
す
。
こ
ん
な
に

真
剣
に
虫
を

探
し
た
の
は
初
め
て

で
し

た
。

・
蝶
を
は
じ
め
と
し
、
カ
ラ
フ
ル
な
生
物
が
た
く
さ
ん
い
た
。
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・
月
明

か
り

の
影

響
も

あ
っ

た
が

、
夏

の
大

三
角

形
か

ら
さ

そ
り
座

等
く

っ
き

り
見

え
た

の
は

よ
か

っ
た

。
あ

ま
り

に
星

空
が

き
れ

い
と

ハ
ー

ド
ル

を
上

げ
す

ぎ
る

の
も

良
く

な
い

な
と

感
じ

た
。

実
際

、
夕

方
か

ら
雲

が
出

た
り

し
て

、
す

っ
き

り
と

見
え

る
日

は
予
想

し
た

ほ
ど

多
く

は
な

か
っ

た
よ

う
に

思
う

。
・

月
が

明
る

く
、

あ
ま

り
見

え
な

か
っ

た
の

が
残

念
で

し
た

。
・

あ
ま

り
時

間
を

と
ら

な
か

っ
た

の
と
望

遠
鏡

の
性

能
が

い
ま

い
ち

だ
っ

た
た

め
印

象
は

結
構

薄
い

。
・

思
っ

て
い

た
よ

り
も

見
ら

れ
な

く
て

残
念

で
し

た
・

・
・

月
の

せ
い

で
す

ね
・

・
・

。
流

れ
星

が
見

ら
れ

た
の

は
よ

か
っ

た
で

す
。

・
実

施
し

て
い

ま
せ

ん
。

・
曇
っ

て
い

た
の

が
残

念
だ

っ
た

。東
京

に
比

べ
、赤

道
に

近
か

っ
た

の
で

、星
が

大
き

く
見

え
た

の
が

感
動

的
だ

っ
た

。
・

以
前

春
に

沖
縄

北
部

で
見

た
星

ほ
ど

綺
麗

で
は

な
か

っ
た

の
で

、
実

習
中

に
星

の
観

察
が

キ
ャ

ン
セ

ル
に

し
て

野
外

観
察

の
時

間
を

多
め

に
取

っ
た

こ
と

は
正

し
か

っ
た

と
思

う
。

・
星

の
観

察
を
忘

れ
て

ま
し

た
…

・
と
て

も
き

れ
い

だ
っ

た
。

・
東

京
と

は
比

べ
物

に
な

ら
な

い
程

の
星

の
輝

き
が

き
れ

い
だ

っ
た

。
・

雲
が

出
て

い
る

時
も

あ
り

ま
し

た
が

、
星

が
多

く
見

ら
れ

て
良

か
っ

た
で

す
。

・
出
来

な
か

っ
た

。

�
�

�
�

�
�

�
�

�
・

離
島

な
ら

で
は

の
問

題
も

内
包

し
つ

つ
、

地
元

の
住

人
の

生
活

の
一

端
に

ふ
れ

る
こ

と
が

出
来

た
の

が
非

常
に

貴
重

な
経

験
に

な
っ

た
。

・島
の

住
民

が
み

ん
な
顔

見
知

り
で

、祭
り

に
全

員
が
参

加
す

る
と

い
う

の
は
都

会
で

は
見

ら
れ

な
い

こ
と

だ
と

感
じ

た
。

地
元

の
人

と
も

っ
と

話
を

で
き

れ
ば

よ
か

っ
た

。
・

離
島

の
お

祭
り

だ
が

、
思

っ
て

い
た
以

上
に

活
気

が
あ

り
驚

き
ま

し
た

。
・

都
会

の
汚

さ
み

た
い

な
も

の
が

一
切

な
か

っ
た

の
で
非

常
に

感
動

し
た

。
・

生
物

の
実

習
だ

か
ら

生
物

に
重

点
を

置
く

の
は

当
然

だ
が

、
文

系
人

間
と

し
て

は
土

地
の

文
化

も
興

味
を

持
つ

と
こ

ろ
な

の
で

見
学

で
き

て
非

常
に

良
か

っ
た

。
・

こ
の

お
祭

り
は

特
に

も
っ

と
詳

し
く

予
習

し
て

い
け

た
ら

よ
か

っ
た

な
ぁ

と
お

も
い

ま
し

た
。

島
の

方
々

の
普

段
の

生
活

に
興

味
を

持
ち

ま
し

た
。

・
沖

縄
の

文
化

に
も

興
味

が
あ

っ
た

の
で

、
三

線
な

ど
独

自
の

文
化

に
関

心
が

持
て

た
。

・
あ

の
よ

う
な

郷
土

の
祭

り
と

い
う

も
の

を
始

め
て

み
て

、
三

社
祭

や
ね

ぶ
た

祭
と

比
べ

て
全

く
異

な
る

の
で

、
興

味
深

か
っ
た

。
・

あ
あ

い
う

小
さ

な
島

・
地

域
だ

か
ら

こ
そ

の
人

と
人

と
の

密
接

な
つ

な
が

り
や

、
自

然
・

農
業

と
の

関
わ

り
方

な
ど

を
垣

間
見

る
こ

と
が

で
き

た
と

思
う

。
・

沖
縄

の
住

民
の

気
持

ち
で

１
日

過
ご

せ
た

。
三

線
の

演
奏

を
ず

っ
と

聴
い

て
い

た
が

、
音

楽
的

に
少

し
お

も
し

ろ
か

っ
た

。
開

放
弦

が
ド

と
フ

ァ
と

ド
と

い
う

た
っ

た
３

本
の

少
な

い
弦

で
あ

っ
た

が
し

っ
か

り
と

し
た

リ
ー

ド
プ

レ
イ

を
聴

か
せ

て
い

た
よ

う
に

思
う

。
こ

の
実

習
が
文

化
系

の
実

習
で

あ
っ

た
ら
ぜ

ひ
三

線
を

学
び

た
い

と
思

っ
た

。
・

と
っ

て
も

盛
り

だ
く

さ
ん

な
お

祭
り
！

8

・
島
の

文
化
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
て
と
て
も

勉
強
に
な
っ
た
。

・
島
の

文
化
が
よ
く
分
か
っ
た
。

・
地

元
の
人
と

触
れ
合
え
て
、
島
の
人
た
ち
の
暮
ら
し
が

垣
間
見
ら
れ
て
良
か
っ
た
で
す
。
生
物
だ
け
で
な
く

文
化

的
な

こ
と
も
、

大
陸
由

来
の
特

徴
や
島

ご
と
の

固
有

性
が
あ
っ
て
面
白
か
っ
た
で
す
。

・
昔
、

瑠
璃
の
島
と
い
う
ド
ラ
マ
を
見
て
激
し
く
感
動
し
た
の
で
、
じ
ん
と
き
た
。
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馬
場
先
生
の

講
義
が
と
て
も

印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。
初
日
の

講
義
で
し
た
が

「
こ
の
人
は
心
の

底
か
ら
自

然
を

愛
し

て
い

る
の
だ

な
」

と
思
い

ま
し

た
。
年

輪
の

話
、
マ

ン
グ

ロ
ー
ブ

保
全

の
話
、

先
生

の
講
義

だ
け

で
西
表

の
自

然
が

ど
れ

ほ
ど

貴
重

な
も

の
な
の

か
が

ヒ
シ

ヒ
シ

と
伝

わ
っ

て
き

ま
し
た

。
ま

た
特
に

印
象

深
い
の

は
本

来
の
自

然
で

あ
れ

ば
「

森
→

川
→

海
」

に
一

連
の

流
れ

が
あ

る
と

い
う
こ

と
で

す
。
こ

の
流

れ
が

断
ち

切
ら

れ
た

都
会

に
住
ん

で
い

る
の

が
我

々
で

あ
る

と
い

う
こ
と

に
改

め
て
気

が
つ

か
さ
れ

ま
し

た
。

片
田

先
生

の
講

義
で

は
亜
熱

帯
の

森
の
話

が
と

て
も

わ
か

り
や

す
か

っ
た

で
す
。

宮
本

先
生
の

講
義

は
サ
ン

ゴ
の

成
り

立
ち

か
ら

そ
こ

に
住

む
生
物

の
多

様
性
と

分
布

を
と

て
も

丁
寧

に
ス

ラ
イ

ド
に

示
し

な
が

ら
説

明
し

て
く
だ

さ
っ

た
こ
と

が
と

て
も

印
象

に
残

っ
て

い
ま

す
。

池
田

先
生
の

講
義
で
は
森
の

成
り

立
ち
が「

光
を

巡
る

競
争

」の
上
に

成
り

立
っ
て
い
る
と
い
う
話
が
と
て
も

印
象
深
か
っ
た
で
す
。

ま
た
我
々
が
よ
く
目
に
す
る
雑

木
林
は

「
人
工
的
に

遷
移
を

止
め
た
も
の

」
と
い
う
話
が

衝
撃
的
で
し
た
。
 

・
 
そ
れ

ぞ
れ
、
西
表
の
自

然
環

境
に

詳
し
い
先
生
方
の

講
義
が

聞
け
て
、
と
て
も

参
考
に
な
り
ま
し
た
。
現

在
の

日
本

の
森

林
法

で
は

、
マ

ン
グ
ロ

ー
ブ

が
保

護
の

対
象

に
な

っ
て

い
な
い

、
と

い
う
話

が
印

象
に

残
っ

て
い

ま
す

。
翌

日
、

多
く
の
生
物
で

溢
れ
た
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
を

歩
き
回
り
、「

こ
れ
を
守
ら
な
い
の
は
お
か
し
い

！
」と

強
く
感
じ
ま
し
た
。

片
田

先
生

、
池

田
先

生
の

講
義

も
、

実
習

の
前

に
受
け

ら
れ

た
ら
、

よ
り

熱
帯
林

で
の

動
植
物

の
観

察
が
深

く
行

え
た

か
な

、
と

思
い

ま
す

。
宮
本

先
生

の
海
の

危
険

生
物

講
習

は
、

実
践

的
で

よ
か
っ

た
で

す
。
海

の
ど

こ
で
も

魚
が

い
る

わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
話
に
驚
き
ま
し
た
。

・
 

馬
場
先
生
は

想
像
と
違
い

P
P

が
結
構

作
り
こ
ま
れ
て
い
て
、
自
ら
の
体
験

談
な
ど
を

織
り

交
ぜ
て

説
明
し
て
く
れ

た
の
が
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
面
白
か
っ
た
。
ア
ド
リ
ブ
感
の
あ
る
授
業
も
大
変

印
象
的
だ
っ
た
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

片
田
先
生
も
自
ら
の

過
去
の

滞
在
時
の
体

験
談
を

交
え
た

講
義
は

非
常
に

身
近
に
感
じ
ら
れ
た
し
、

写
真
な
ど

が
非

常
に
リ
ア
ル
で
、
本
当
に
体
験
し
て
い
る
よ
う
な
気
に
な
り
、
と
て
も
面
白
か
っ
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

宮
本
先
生
は
、個

人
的
に
興
味
の
あ
る
分
野
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、P

P
作
り
に
も

非
常
に

役
に

立
っ
た
し
、

興
味

が
一

層
深

ま
っ

た
。
当

日
撮

っ
た

写
真

を
使

っ
た

り
、

ク
イ

ズ
形

式
に

し
た

の
も

非
常
に

工
夫

が
こ
な

さ
れ

て
い

て
印

象
的
だ
っ
た
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

池
田
先
生
は
、

僕
の
よ
う
な

文
系
の
生
物
初
心

者
に
も
わ
か
り
や
す
い
初

歩
的
な
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
く
れ
る
授
業

だ
っ

た
の
で
、
大
変
わ
か
り
や
す
か
っ
た
し
、

P
P
も

非
常
に

丁
寧
に

作
ら
れ
て
い
て
感
心
し
た
。
ま
た
、
西
表
以
外
の
自
分

の
海
外
で
の

写
真
、
実
体

験
の

説
明
や

比
較
も

大
変

参
考
に
な
っ
て
面
白
か
っ
た
。
 

・
 

馬
場
先
生
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
の

講
義
は
、
実
際
に
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
を

歩
く
前
の
予
習
と
し
て

オ
ヒ
ル

ギ
、

ヒ
ル

ギ
モ

ド
キ

、
ヒ

ル
ギ

ダ
マ
シ

な
ど

を
イ
ン

プ
ッ

ト
す
る

の
に

役
立
ち

ま
し

た
。

今
に

な
っ

て
み

る
と

、
名
前

が
似

す
ぎ

て
い
て

区
別
が
つ
か
な
い
の
で
す
が
…
。

 
宮
本
先
生
の
海
の

危
険
な
生
物
集
は
面
白
い
解

説
で
し
た
。
実
際
、

翌
日
の
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
で
は
ほ
と
ん
ど

遭
遇

し
な
い
生
物
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
す
が
、
一
番

印
象
深
い
の
は
、「

ヒ
ョ

ウ
モ
ン
ダ

コ
は
見
る
か
ら
に

危
な
そ
う
で
、
俺

に
言

わ
せ

て
み

れ
ば

、
見
る

か
ら

に
こ
い

つ
は

『
オ
レ

は
危

な
い

ぞ
ー

！
オ

レ
は

危
な

い
ぞ
ー

！
』

っ
て

言
っ

て
い
る

よ
う
に
見
え
ま
す
け
ど
ね
。」

と
お
っ
し

ゃ
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。
あ
ま
り
に
も
そ
の
通
り
過

ぎ
る
の
で
。
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池

田
先
生
の

亜
熱
帯
林
の
お
話
は
興
味
深
か
っ
た
で
す
。

草
が

木
に
な
り
、

木
が

大
木
に
な
り

…
と

亜
熱
帯
林
の

中
で

起
き

て
い

る
生

存
競

争
を
考

え
る

の
に

役
立

ち
ま

し
た

。
中

で
も
、

絞
め

殺
し
植

物
の

ツ
ル
ア

ダ
ン

に
巻
き

つ
か

れ
た

木
は

そ
の

ま
ま

負
け

て
し
ま

う
の

で
は
な

く
て

、
幹
を

曲
げ

て
邪

魔
す

る
も

の
も

あ
る

と
い
う

の
で

木
の
生

命
力

に
惹

き
付

け
ら

れ
ま

し
た

。
南

米
の

熱
帯

林
の

写
真

も
見
せ

て
い

た
だ
き

、
地

球
に
は

こ
ん

な
木
ば

か
り

の
世

界
が

あ
る
の

だ
な
と
実
感
し
ま
し
た
。

 
片

田
先
生
の

サ
ン

ゴ
の
お
話
で
は
、
白

化
が
問
題
に
な
る
中
で
、
海
の

赤
土
と
の
関

連
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

海
の

模
式

図
で

、
大

陸
棚
と

か
の

用
語
の

意
味

が
分
か

り
、

シ
ュ
ノ

ー
ケ

リ
ン
グ

の
時

に
も
、

や
や

意
識
し

て
海

を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

・
馬

場
先
生
の

講
義
は
本
当
に
先
生
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林

へ
の

愛
が

伝
わ
っ
て
き
た
。「

年
輪
が
な
い

」「
水
に

沈
む

」
と

聞
い
て
、

四
季
の
あ
る

温
帯
気

候
を

世
界

標
準
だ
と
思
っ
て
き
た
が
、
そ
れ
は
地

球
上
の
数
あ
る
気

候
の
一
つ
な
の

だ
と

実
感
し
た
。
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の

環
境

保
全

効
果
に
も

魅
力
を
感
じ
た
。

片
田
先
生
の

講
義
で
は

世
界
の
中
で
の

琉
球

列
島

の
位

置
づ
け
が
分
か
り
、
そ
の
特

殊
性
や

貴
重
さ
に

驚
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
自

然
が

基
地
や

伐
採
で

破
壊
さ
れ
て

い
る

と
知
り
、
何
と
か
し
な
く
て
は
と
思
っ
た
。

宮
本
先
生
の

講
義
で
は
、
海
を

聞
い
て

イ
メ
ー

ジ
す
る

魚
が

群
れ
に
な

っ
て

泳
い
で
い
る

「
豊
か
な
海

」
は
ほ
ん
の
海
の
一
面
で
し
か
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
一
見
色
と
り
ど
り
の

魚
が
い
て

豊
か

な
よ
う
に
見
え
る
熱
帯
の
海
よ
り

北
の
海
の
方
が

栄
養
に

富
む
理
由
が
分
か
っ
て

納
得
し
た
。
ま
た
、

危
険
な
海
の

生
物

も
詳
し
く

説
明
し
て

下
さ
っ
た
の
で
安
心
し
て
シ
ュ
ノ
ー
ケ
ル
に

臨
め
た
。

池
田
先
生
の

講
義
で
は
、
何

故
熱
帯
林

の
土

壌
は
あ
ま
り

肥
沃
で
な
い
の
か
が
分
か
っ
た
。
ま
た
、
熱
帯
林
の
中
で
は

以
下
に
日

光
を

得
る
か
が

大
問
題
な
の
だ

と
分

か
り
、
熱
帯
林
を
見
る
と
き
の
視
点
が
変

化
し
た
。

偶
然

倒
れ
た

木
の
そ
ば
で

芽
を

出
し
て
い
た
植
物
が
育
つ
か
ら

1
種

の
数
は
少
な
く
多

種
の
植
物
が
生
え
る
と
聞
い
て
な
る
ほ
ど
と
思
っ
た
。

・
今
ま
で
考
え
た
こ
と
の

無
か
っ
た

テ
ー
マ
ば
か
り
で
ど
れ
も
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

馬
場
先
生
の

講
義
は

私
に

は
想

像
も
つ
か
な
い
先
生

ご
自

身
の
生
活

ぶ
り
の
話
な
ど
が

盛
り

込
ま
れ
て
い
て
と
て
も
面
白
か
っ
た
で
す
。
ど
の
先
生

も
わ

か
り
や
す
く

足
り
な
い
知
識
を
補
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
あ
と
で
復
習
し
や
す
か
っ
た
で
す
。

・
馬

場
先
生
 
西
表
島
の
亜
熱
帯
林
や
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
に
つ
い
て
の
予
備
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
、

翌
日
の
マ
ン
グ
ロ

ー
ブ
観
察
に

大
変

役
立
っ
た
と
思
う
。
片

田
先
生
 

沖
縄
本
島
に
も
よ
く
行
く
の
で
、
本
島
の
や
ん
ば
る
が
置
か
れ
て
い

る
状

況
に

危
機
感
を

覚
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
今

後
、

機
会
が
あ
れ
ば
や
ん
ば
る
に
も
足
を

伸
ば
し
て
み
た
い
。

宮
本
先
生
 

翌
日
の
シ
ュ
ノ
ー
ケ
ル
に
対
す
る

モ
チ

ベ
ー
シ

ョ
ン
が
上
が
っ
た
。
特
に
チ

ョ
ウ

チ
ョ

ウ
オ
を

近
く
で
観
察
し

て
み
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
池

田
先
生
 
森
林
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
西
表
島
の
み
な
ら
ず
、

外
国
の
森
林
も
見
て
み
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
池

田
先
生
が

専
門
に
し
て
い
た
と
い
う
ネ

オ
ン

テ
ト
ラ
の

色
の

研
究
に
興
味
が
わ
い
た
。

・
馬
場
先
生
 

他
の
植
物
と
は
異
な
り
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
は
耐

塩
性
を

持
つ
、
と
い
う
事
に
つ
い
て
の
話
が
興
味
深
か
っ

た
。
ま
た
、
純

粋
な

講
義
の
内
容
と
い
う
訳
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
が
、「

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
を

使
っ
た

宇
宙

食
」
の
ア

イ
デ

ィ
ア
に
は
、

驚
か
さ
れ
た
。
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
様
々
な

利
用

可
能
性
を
気
付
か
せ
て
く
れ
る
講
義
だ
っ
た
と
思
う
。

 
 
 
 
 
 
 

片
田
先
生
 

珊
瑚

礁
や
海
に
関
し
て
の
話
だ
っ
た
が
、
珊

瑚
の
白

化
は

死
で
は
な
い
と
い
う
話
を
、
初
め
て
聞
い
た
。
ま

た
、
こ
の

講
義
を
先
に
聞
い
て
お
い
た
た
め
に
、
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
の
際
、
魚
だ
け
で
な
く

珊
瑚
に
も

注
目
し
て

楽
し

む
事
が

出
来
た
。
 
宮
本
先
生
 
昆
虫
な
ど
を
例
に
挙

げ
て
、
西
表
島
の
生
物
は
、
北
方

系
・

南
方

系
・

台
湾
か
ら
の

渡
来

種
が

混
在
し
て
い
る
と
の
話
し
だ
っ
た
が
、
西
表
島
と
い
う
ま
さ
に
そ
の
地
点
が
、
生
物
多
様

性
を
生

む
土

壌
に
な
っ

た
の
だ
と
深
く
考
え
た
。
生
物
多
様

性
は
、
や
は
り
風

土
な
ど
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

左
右
さ
れ
る
の
だ
と
改
め
て
気
が
付

か
さ
れ
た

講
義
だ
っ
た
。
 
池

田
先
生
 
本

州
の
森
林
と
は
異
な
り
、
西
表
島
の
森
林
は
、
人
の
手
を

加
え
て

整
備
し
よ

う
と
す
る
と
、
か
え
っ
て
生
物
の
棲

家
を

損
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
点
に
興
味
を
持
っ
た
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1
0

・
馬

場
先
生

：
西
表
島
の

環
境
、
生

態
系
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
特
に
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
に
関
し
て

の
説

明
が
と
て
も

詳
細
だ
っ
た
た
め
、
翌
日
の

フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー

ク
に

対
す
る
良
い
予
習
と
な
っ
た
と
思
う
。
個
人
的
に

は
、
プ
レ
ゼ
ン

後
半
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
の
果
た
す

役
割
（

炭
素
の

蓄
積
や

防
災

機
能
）
が

非
常
に

印
象
的
だ
っ
た
し
、

研
究

会
で

扱
っ
た
地

球
温

暖
化
に
関
し
て
も
考
え
る
こ
と
が

出
来
た
の
で
良
か
っ
た
。

片
田
先
生
：
や
ん
ば
る
や

亜
熱
帯

の
生

態
系
に
関
し
て
、
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
当
た
り
前
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
日
本
本
土
と
は
違
う

沖
縄
や

亜
熱
帯
生

態
系
の
特

異
性
と
い
っ
た
も
の
を

具
体
的
に

捉
え
る
事
が

出
来
た
と
思
う
。

宮
本
先
生
：

サ
ン

ゴ
礁
と

魚
に
つ

い
て
、
し
っ
か
り
と
予
習
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
あ
の
講
義
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

翌
日
の
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
実
習

で
魚
を
見
分
け
、
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。
ま
た
、
サ
ン

ゴ
礁

近
辺
の

危
険
に
つ
い
て

再
認
識
す
る
こ
と
が
で

き
た
か
ら
こ
そ
、ケ

ガ
を
す
る
こ
と
な
く

3
日
目
の
実
習
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。池

田
先
生 ：

昼
間
の
実
習
で
、

沢
山
の

種
類
の
植
物
が
入
り

乱
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
な

ぜ
こ
の
よ
う
な

状
況

(
?
)
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
と
て
も
疑
問
で

あ
っ
た
が
、
ま
さ
し
く
そ
の
疑
問
に

答
え
て
く
れ
る
よ
う
な

講
義
内
容
だ
っ
た
。
特
に

ツ
ル
植
物
に
関
し
て

強
い

疑
問
を

持
っ
て
い
た
が
、

彼
ら
は
た
だ

巻
き
つ
い
て
い
る
だ
け
で
な
く

木
を

絞
め

殺
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
し
め
ら
れ

て
い
る

木
が

逆
に

ツ
ル
を

取
り
こ
ん
で
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
こ
と
を
知
り
、
と
て
も
衝

撃
的
だ
っ
た
。

・
馬

場
先
生
 

講
義
中
は
気
付
か
な
か
っ
た
が
、
野
外
実
習
を
通
じ
て
馬

場
先
生
の

講
義
が

重
要
な
ポ

イ
ン
ト
を

押
さ
え

た
情

報
豊
な

講
義
で
あ
っ
た
の
だ
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
に
つ
い
て
の
法

律
的
ア
プ
ロ
ー

チ
も
あ
り
、

法
学

部
の

学
生

へ
の

配
慮
も
う
か
が
え
ま
し
た
。
 

片
田
先
生
 
西
表
島
が

世
界
的
に
も
特

殊
な
地
理
的

環
境

の
中
に

位
置
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。
実
習
中
に
西
表
島
の
お
も
し
ろ
さ
を
沢

山
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
島
が
日
本
の
一
部
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。
 
宮
本
先
生
 
海

洋
に
つ
い
て

の
包

括
的
、
一

般
的
知
識
を

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
海
全
体
で
の
栄

養
分
の
分

布
の
話
が
記

憶
に

残
っ
て
い
ま
す
。

サ
ン

ゴ
礁
は

砂
漠
の

オ
ア
シ

ス
と

仰
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
を

聞
い
た
こ
と
で

次
の
日
の
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
の
や
る

気
が

倍
増
し
ま
し
た
。
先
生
に
は
プ
レ
ゼ
ン
の
時
に
も
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
 

池
田
先
生
 

極
相
に

焦
点
を
あ
て
た

講
義
で
、
内
容
が
一

貫
し
て
い
て
と
て
も
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。
今
回
は

亜
熱
帯

地
域
に
行
き
ま
し
た
が
、
ツ
ン
ド
ラ
や

温
帯
な
ど

他
の
気

候
を

持
っ
た
地

域
の
植
物
と
の

比
較
を
意
識
し
て
観
察
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。
先
生
方
、
講
義
中
に

限
ら

ず
沢

山
の
こ
と
を

教
え
て
く
だ
さ
っ
て
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
馬

場
先

生
…
日

吉
で

の
講
義
を

ベ
ー

ス
に
、

環
境
面
を

重
点

的
に
話
し
て

い
た
だ
き
ま

し
た
。
実
習

中
で
の
マ
ン
グ
ロ

ー
ブ
林
の

生
き
物

各
種

の
解

説
と
合

わ
せ
る
と
、

マ
ン
グ
ロ
ー

ブ
林
の

環
境

へ
の

役
割
と

い
う
マ

ク
ロ

な
側
面
と
、
マ
ン

グ
ロ
ー
ブ

林
を
構

成
し

て
い
る
生
物

と
い
う

ミ
ク

ロ
な

側
面
の

両
方
で
マ
ン

グ
ロ
ー
ブ
林

に
つ
い
て

学
習
で
き
た
と
思
い

ま
す
。

片
田
先
生

…
八

重
山

諸
島
の

島
々
で
、

同
種
の
生
き
物

で
も
少
し

形
質
が
違
う
と

い
う

部
分
が

、
ガ
ラ

パ
ゴ

ス
諸

島
の
カ

メ
の
話
を
思
い

出
さ
せ
て

印
象
的
で
し
た

。
宮
本
先
生

…
シ
ュ
ノ
ー

ケ
ル
の

基
本

的
な

使
い
方

、
と
て
も
よ
か
っ

た
で
す
。

ま
た
、
事
前

に
魚
に
つ
い

て
の
知
識
を

入
れ
て
い
た

だ
い
た
の
で

、
よ
り
深
く

突
っ

込
ん
だ

観
察
が
で
き
ま
し

た
。

池
田

先
生

…
植
物

に
つ
い
て

基
本
的
な
内
容

か
ら
、
植
物

た
ち
の

競
合

・
極

相
の
お

話
。
一
見

光
と

水
だ
け
で
生
き

て
い
け
そ

う
で
生

存
競

争
と
は

縁
遠

そ
う
な
植
物

た
ち
も
、

静
か
な
が
ら

熾
烈
な

争
い
を

し
て
い
る
と

分
か
り
、
こ
れ
か

ら
は

以
前
と
は
少
し
違
っ
た
目
線
で
植
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。

・
と
て
も

わ
か
り
や
す

く
、
実
習
を

受
け
る
前
に

う
け
た
こ
と

で
実
習
が
よ

り
充
実
し
た

も
の
に
な
っ

た
。
と
て
も
分
か

り
や
す
く
お
も
し
ろ
か
っ
た
。

・
自

然
の

成
り

立
ち
に

は
順
番
が
あ

り
、

都
心
で

は
そ
の

流
れ

が
途
切
れ
て

い
る
な
ど
、

普
段
の
生
活

か
ら
は
分
か
ら
な

い
よ
う
な

こ
と
を
知
っ

た
。
ま
た
、

マ
ン
グ
ロ
ー

ブ
の
み
な
ら

ず
、
森
の
生

育
過

程
に
つ

い
て
も
、
日

吉
の
森
は
実
は
手

入
れ
を
し

て
い
る
な
ど

、
新
し
い
知

識
を

得
た
り

、
実
習
前
に

そ
の
行
動
先

の
事
を
知
る

こ
と
が
で
き

た
こ
と
か
ら
、
実

習
の
行
動
中
に
そ
の
知
識
を
実
際
に
使
う
こ
と
が
で
き
、
実
習
の
中

身
も

濃
い
も
の
と
な
っ
た
。
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1
1

・
馬

場
先

生
：
マ
ン
グ

ロ
ー
ブ
に
つ

い
て
の

講
義

は
、
実
際
の

観
察
と

連
続

性
が
あ
っ
て

と
て
も

助
か

り
ま
し
た
。

ゴ
ミ

を
拾
っ
て

も
処
分
す
る

の
に

莫
大
な

お
金
が
か
か

る
話
は
、
上

辺
だ
け
の

環
境
問
題

へ
の

関
心
を

戒
め

ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、

側
溝

の
話
で
は
、

小
さ
な
島
で

人
間
と
生
物

が
共

存
す
る

難
し
さ
を
感

じ
ま
し
た
。

釣
り
の
話
や

島
の
暮
ら
し
の
話

な
ど
時
間
を

忘
れ
て

聞
き
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

片
田
先
生 ：

歴
史
的
な
島
の

成
り

立
ち
を

聞
い
て
、「

タ
イ

ワ
ン

～
」

と
い
う
昆

虫
が
い
る
の

も
納

得
で
き

ま
し
た
。

形
は
一

緒
で
島

ご
と
に

色
が

違
う

バ
ッ

タ
や
ハ

チ
が
い

て
、

擬
態
す
る
虫

も
そ
れ
に

合
わ
せ
て
島

ご
と
に
違
う

と
い
う
話
が

興
味
深
か
っ

た
で
す
。

宮
本
先
生

：
褐

虫
藻
と
の

共
生
な
ど

サ
ン

ゴ
に

つ
い
て
知

ら
な
か
っ
た

こ
と
が

聞
け

て
良
か
っ
た

で
す
。
ま
た

、
実
際
に
海

に
入
る
前
に

危
険
な
生
物

の
話
も

聞
け
て
良

か
っ
た
で

す
。

池
田
先

生
：
森
林
に

つ
い
て

基
本

的
な
知
識
が

整
理
で
き
た

の
で
、

亜
熱

帯
林
の
観
察

の
前
に

聞
け
れ
ば

も
っ
と
良

か
っ
た
と
思

い
ま
し
た
。

関
東
と
西
表

と
ア
マ

ゾ
ン

の
森
林
の

比
較
が
興
味
深

く
、

色
々
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。

・
マ
ン
グ

ロ
ー
ブ
に
関

し
て
は
、

世
界
の
マ
ン
グ

ロ
ー
ブ
に
お

け
る

沖
縄
の

マ
ン
グ
ロ
ー

ブ
林
の
特

色
や

位
置

づ
け
的
な

も
の
か
ら

、
マ
ン
グ
ロ

ー
ブ
と
マ
ン

グ
ロ
ー
ブ

以
外
の

針
葉

樹
や

落
葉

樹
の

比
較
な
ど

様
々
な
方
面
か

ら
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ

林
に
つ
い

て
学
べ
て
実

際
に
見
る
こ

と
も

出
来
て

良
か
っ
た
で

す
。
ま
た
、

サ
ン

ゴ
礁
に

つ
い
て
は
、

サ
ン

ゴ
礁
と

褐
虫

藻
の

共
生

か
ら
、

サ
ン

ゴ
礁
に

住
む

危
険
な
生
物

や
西
表
の

サ
ン

ゴ
礁
で
見

ら
れ
る
生
物

な
ど
実

用
的

な
知
識
も

学
べ
て

良
か
っ
た
で
す
。
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星
砂
の
観
察
は
、
海
で

出
来
た
し
、

説
明
も

受
け
ら
れ
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。

今
回
は

ず
っ
と

晴
天
で
し
た

が
、

も
し

雨
だ
っ
た
場
合
、
か
な
り
暇
そ
う
だ
し
、「

せ
っ
か
く
西
表
ま
で
来
て

…
」
と
思
っ
て
し
ま
い
そ
う
な
の
で
、
講
義

以
外
に
も

雨
天
に
備
え
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
の
は
良
い
と
思
い
ま
す
。

・
 
や
っ
て
み
た
い
の
で
す
が

盛
り

込
み
す

ぎ
る
と

他
の
物
に

支
障
が

出
て
し
ま
う
た
め
、

他
の

者
と
の

兼
ね
合
い

も
必

要
で
は
あ
る
と
思
う
。
ほ
か
の
実
習
と
並
行
し
て
で
き
る
も
の
な
ら
や
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
。

・
実

施
可

能
性
の

テ
ー
マ
に
は
挙

げ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
う
が
、「

川
の
上
流
か
ら
海
に
か
け
て
の
、
塩
分

濃
度
の
変

遷
」

を
行

っ
た

ら
、

面
白
い

か
と

思
っ
た

。
カ

ヌ
ー
の

川
下

り
・

川
上

り
も

あ
る

事
で

あ
る
し

、
マ

ン
グ
ロ

ー
ブ

林
の

中
で
の
海
水
の

濃
度
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
気
に
な
っ
た
の
で
。

・
 
西
表
島
と

言
う
と
、

未
開

発
の
自

然
と
い
う

イ
メ
ー

ジ
が
つ
い
て
回
る
の
で
、

酸
性

雨
な
ん
か

降
ら
な
そ
う
と

い
っ

た
イ

メ
ー

ジ
が

あ
る

の
で
、

実
際

ど
ん
な

値
な

の
か
興

味
深

い
。

大
気

汚
染

に
関

し
て

は
、
西

表
島

の
産
業

に
よ

っ
て

大
気

を
汚

染
し

て
い

る
と
は

考
え

に
く
い

が
、

中
国
が

か
な

り
近
く

に
位

置
し
て

い
る

た
め
、

黄
砂

の
影

響
を

ど
の

程
度

被
っ
て
い
る
の
か
な
ど
を
ぜ

ひ
調
査
し
て
ほ
し
い
。（

私
は
調
査
方

法
を
知
ら
な
い
の
で
、
あ
く
ま
で
提
案
で
す
。）

・
ど
ち
ら
も
興
味
の
あ
る

テ
ー
マ
な
の
で
・
・
・
や
っ

ぱ
り
知
っ
て
お
き
た
か
っ
た
で
す
。
せ
め
て
プ
リ
ン
ト
だ
け

で
も

い
た
だ
け
る
と
、
ま
た
後
の
自

主
学
習
時
に
興
味
の
幅
が

広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

・
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
生
物
の
観
察
が
し
た
か
っ
た
の
で
、
上
記
の
テ
ー
マ
は
実

施
し
な
く
て
も
い
い
と
思
っ
た
。
 

・「
星

砂
の
観
察

」
な
ど
、
西
表
島
特
有
の
こ
と
に
焦
点
を
あ
て
た
体
験
で
あ
れ
ば

大
い
に

賛
成
で
す
。
主
体
的
に

取
り

組
ん
で
い
た
と
思
い
ま
す
。「

酸
性

雨
や

大
気

汚
染
の
調
査

」
と
い
っ
た
よ
う
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
調
査
の
中
で

西
表

島
な

ら
で

は
の

事
情
な

ど
が

盛
り

込
ま

れ
て

い
る

の
で

あ
れ
ば

良
い

と
思
う

。
ま

た
自
分

で
考

え
た

テ
ー

マ
で
は

あ
る
が
、「

外
来

種
の

固
有

種
へ
の

影
響

」
な
ど
に
は
少
し
興
味
が
あ
る
。
 

・
西
表

固
有
の

環
境
に
つ
い
て
調
べ
ら
れ
る
と
い
い
と
思
う
。

1
2

・「
星

砂
の
観
察

」
星

砂
に
つ
い
て
も
っ
と
詳
し
く
や
り
た
か
っ
た
で
す
。

・私
た
ち
は
、本

当
に
天
気
に

恵
ま
れ
て
い
た
た
め
、外

で
の
予
定
を
す
べ
て
体

験
出

来
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
が
、

確
か

に
、

酸
性

雨
や

大
気

汚
染

な
ど

、
西

表
島

の
負
の

側
面

を
見
る

機
会

が
な
か

っ
た

の
で
、

そ
の

よ
う
な

テ
ー

マ
が

あ
っ
て
も
良
い
と
思
い
ま
す
。
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�
・「

多
様
な
自

然
や
生
物

」
と
「
す
ぐ
そ
の

裏
で
観
察
で
き
た

大
量
の

漂
着

ゴ
ミ

」、
「

情
緒
豊
か
な
お
祭
り

」
と
「

過
疎
の

離
島

な
ら

で
は

の
社

会
問
題

」
な

ど
様
々

な
現

実
を
、

直
接

汗
を
か

い
て

歩
き
感

じ
こ

と
が
で

き
た

こ
と
。

マ
ン

グ
ロ

ー
ブ

の
森

を
腰

ま
で

水
に
つ

か
り

な
が
ら

歩
い

た
こ
と

、
全

身
防
備

し
て

い
な
い

と
す

り
傷
だ

ら
け

に
な
る

く
ら

い
に

広
が

る
さ

ん
ご

礁
、

神
事
で

あ
り

、
ど
こ

か
懐

か
し
い

思
い

に
さ
せ

る
豊

年
祭
・

・
一

方
で

ふ
と

後
ろ

を
見

れ
ば

あ
ま

り
に

国
際

色
豊

か
な

大
量
の

漂
着

ゴ
ミ
、

自
ら

の
島
で

は
処

分
で
き

な
い

不
燃

ご
み

、
危

う
く

島
の

学
校
を

廃
校

に
し

な
い
と
い
け
な
い
く
ら
い
子
供
が
い
な
い

離
島
の
現
実
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
事

柄
を
こ
の
目
で
見
た
事
が

収
穫
で
す
。
 

・
 
西
表
に
行
き
、
間

近
で
生
物

達
を
観
察
す
る
事
に
よ
っ
て
、

図
鑑
な
ど
で
見
て
い
る
だ
け
で
は
気
付
け
な
い
事

に
、

気
付

け
た

こ
と

。
図

鑑
の

写
真

だ
け

で
は

、
そ

の
生
物

が
ど

う
動
き

、
生

き
て
い

る
か

は
分
か

り
ま

せ
ん
。

目
の

前
で

動
く

の
を

見
た

か
ら

こ
そ
、

何
を

食
べ
て

い
る

ん
だ
？

何
を

し
て
い

る
ん

だ
？
と

い
う

疑
問
を

持
ち

、
考
え

ら
れ

た
と

思
い
ま
す
。

・
 

「
自

然
」
と
い
う
も
の
に

対
し
て
興
味
が
わ
い
た
こ
と
。

戻
っ
て
か
ら
も

普
段
は
目
に

留
ま
ら
な
い
も
の
に
目

が
い

く
よ

う
に

な
っ

た
り

、
他
の

場
所

に
も
行

っ
て

み
た
り

と
、

細
々
と

だ
が

様
々
な

所
に

変
化
が

見
受

け
ら
れ

る
よ

う
に

な
っ
た
。

・
 
一
番
変
わ
っ
た
の
は
虫
に

対
し
て
の

嫌
悪
感
が

無
く
な
っ
た
こ
と
で
す
。
実
習
に

参
加
す
る
前
ま
で
は
、
本
の

ペ
ー

ジ
で

も
虫

の
と

こ
ろ

は
気

持
ち

悪
く

て
読

み
飛

ば
し
た

り
、

無
視
し

た
り

し
て
い

た
の

で
す
が

、
後

日
野
外

活
動

を
す

る
機

会
が

あ
っ

た
際

に
、
虫

を
見

て
も
、

こ
の

虫
の

名
前

は
な

ん
だ

ろ
う

？
と
か

、
こ

の
虫
は

こ
の

土
地
の

固
有

種
な

の
だ

ろ
う

か
？

と
い

っ
た

積
極

的
な

姿
勢

で
臨

め
る
よ

う
に

な
っ
た

と
感

じ
ま
し

た
。

こ
の

姿
勢

は
植

物
に

対
し

て
も

同
じ

で
す

。
だ

か
ら

簡
潔
に

言
う

と
、
生

物
に

対
す
る

知
的

探
究
心

が
強

ま
っ
た

と
い

う
こ
と

に
な

る
と
思

い
ま

す
。

そ
の

為
、
少
々
の

虻
に

取
り

巻
か
れ
た
っ
て
、
部

屋
に

ク
モ
が

出
た
っ
て
ほ
と
ん
ど
動
じ
な
く
な
り
ま
し
た
。（

女
の

子
と
し
て
の

可
愛
ら
し
さ
は

失
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
。）

 
・
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
、

サ
ン

ゴ
礁
、

亜
熱
帯
林
、
そ
こ
に

住
む
動
植
物
を
実
際
に
見
て
、

触
っ
て

経
験
で
き
た
こ
と

は
、

今
後
自
分
の

身
近
な
自

然
環

境
や

世
界
的
な

環
境
問
題
を
理
解

･判
断
す
る

助
け
に
な
る
と
思
う
。

・
今
ま
で
あ
ま
り

接
点
の

無
か
っ
た
島
の
人
々
の
生
活

環
境
や
動
植
物
に

ふ
れ
あ
え
て
、
少
し

身
近
に
感
じ
ら
れ
る

よ
う

に
な

っ
た

こ
と

。
自

分
の

今
ま

で
の

生
活

の
中

で
得
た

も
の

と
は
ち

が
う

別
の

視
点

を
持

て
る

よ
う

に
な
っ

た
と

思
い

ま
す

。
マ

ン
グ

ロ
ー

ブ
の

破
壊

、
ご

み
問

題
、

イ
リ

オ
モ

テ
ヤ

マ
ネ

コ
の

絶
滅
な

ど
、

今
ま
で

深
く

考
え
て

も
い

な
か

っ
た
問
題
が
じ
か
に
現
場
や
実
物
を
目

撃
す
る
こ
と
で

主
体
的
に
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

・
純

粋
に
西
表
島
と
い
う
日
本
に
お
い
て
は
特

殊
な
自

然
環

境
に
ど
っ

ぷ
り
と
つ
か
れ
た
こ
と
。

普
通
は
マ
ン
グ
ロ

ー
ブ

林
も

あ
ん

な
に

奥
ま

で
は
入

ら
な

い
し
、

専
門

の
知
識

の
あ

る
ガ

イ
ド

が
案

内
し

て
く

れ
る

チ
ャ

ン
ス

は
そ

う
な

い
。

カ
ヌ
ー
や

亜
熱
帯
林
の

探
索
も
な
か
な
か
体

験
で
き
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
本
当
に
良
い
体
験
に
な
っ
た
と
思
う
。

・
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
を
実
際
に

歩
け
た
こ
と
。

メ
デ

ィ
ア
を
通
し
て
見
る
の
と
は
ま
た
違
っ
た
感
動
を
体

験
で
き
た

。
ま

た
、マ

ン
グ
ロ
ー
ブ
林
の
中
の
生
物
を
実
際
に
見
て
、大

き
さ
や

形
が

想
像

以
上
の
も
の
だ
っ
た
事
に

驚
い
た
。ま

た
、

マ
ン

グ
ロ

ー
ブ

林
の

中
を

流
れ

る
水

が
温

か
か

っ
た
の

で
、

マ
ン
グ

ロ
ー

ブ
林
に

生
物

が
多
く

住
む

理
由
が

分
か

っ
た

気
が
し
た
。
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1
3

・
漠

然
と
し
た

言
い
方
で
は
あ
る
が
、
西
表
島
、
も
し
く
は

沖
縄
・

亜
熱
帯
地
方
の

環
境
や
生

態
系
に

触
れ
る
こ
と

が
出

来
た

の
が

何
よ

り
も

一
番
の

収
穫

で
あ
る

と
思

う
。
高

校
３

年
間
は

文
字

通
り

雪
国

で
過

ご
し

て
き

た
の
で

、
西

表
の

よ
う

な
環

境
を

経
験

し
た
こ

と
が

無
か
っ

た
。

も
ち
ろ

ん
、

マ
ン
グ

ロ
ー

ブ
林
や

サ
ン

ゴ
礁
の

観
察

な
ど
、

突
き

詰
め

て
い

け
ば

沢
山

出
て

く
る
が

、
や

は
り
自

分
が

経
験
し

た
こ

と
の
な

い
新

し
い

世
界

に
触

れ
る

こ
と

と
い
う

の
は

非
常

に
新

鮮
で

、
心

躍
る

こ
と
だ

と
私

は
思
う

。
だ

か
ら
こ

そ
、

今
回
の

西
表

実
習
の

全
て

が
、

新
し

い
世

界
に

触
れ

る
こ

と
が
で
き
た
と
い
う
意
味
で
、
私
に
と
っ
て
と
て
も
素

晴
ら
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

・
こ
れ
ま
で
日
本
で
見
ら
れ
る
生
物

以
外
は

図
鑑
の
中
の

存
在
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
ら
は

頭
の
中
の

存
在
で
し
か

な
か

っ
た

。
そ

の
点

で
地

球
に
は

多
様

の
生
物

が
い

る
と
い

う
こ

と
を
生

ま
れ

て
初
め

て
理

解
で
き

た
と

思
う
。

き
っ

と
世

界
に

は
今

回
自

分
が

理
解
し

た
以

上
の
（

何
倍

も
の
）

多
様

な
生
物

が
存

在
す
る

の
だ

ろ
う
と

以
前

よ
り
も

リ
ア

ル
に

想
像
で
き
る
。
そ
う
い
っ
た
も
の
に
関
心
が
広
が
っ
た
こ
と
が
今
回
の
実
習
の
最

大
の

収
穫
で
あ
る
と
思
う
。

・
今
回
の
実
習
を
終
え
て

強
く
感
じ
た
こ
と
は
、
ま
た
西
表
島
に
生
き
物
を
見
に
行
き
た
い
と
い
う
こ
と
。
西
表
の

マ
ン

グ
ロ

ー
ブ

林
・

川
・

森
・
海

に
個

人
で
行

こ
う

と
思
っ

た
ら

、
そ
れ

な
り

の
費

用
が

必
要

だ
ろ

う
。

で
も

今
回

の
実
習

で
西

表
島

で
の

経
験

を
も
と

に
見

識
を
少

し
得

る
こ
と

が
で

き
た
。

ま
た

い
つ
か

西
表

島
に

戻
っ

て
き

た
時

、
ど

こ
に

ど
れ

く
ら

い
の

時
間

を
費
や

す
か

、
考
え

や
す

い
だ
ろ

う
。

自
分
の

西
表

観
察
の

第
一

歩
と
し

て
、

こ
の
実

習
は

非
常

に
有
意
義
だ
っ
た
と
思
う
。

・
観

光
ツ
ア
ー
で
は
な
い
ほ
ど
の
専

門
的
な

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ
を

受
け
、
そ
れ

ぞ
れ
の
生
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
。

・
身
の
回

り
の
生
物
や

自
然

環
境
に

つ
い
て
、
興

味
を

持
っ
て

考
え
る
よ
う

に
な
っ
た
こ

と
だ
と
思
い

ま
す
。
西
表
島
に

は
、

大
き

さ
や

形
な
ど

色
々
な
植
物

が
あ
っ
て
、

ど
う
し
て
こ

ん
な
生

態
を

し
て
い
る
の

か
疑
問
に
思

う
こ
と
が
多
く
あ

り
ま
し
た

。
そ
の
せ
い

か
、

東
京
に

帰
っ
て
き
て

か
ら
も
自

然
と

身
の
回
り

の
植
物
に
目

が
行
く
よ
う

に
な
り
、
今
ま
で

何
気
な
く

過
ご
し
て
い

た
身
の
回
り

の
自

然
に
つ

い
て
も

注
目

す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た

。
ま
た
、
た

だ
の
観

光
で
は
な

く
寮
で
生

活
し
た
こ
と

で
、
観

光
客

の
出
す

ゴ
ミ

の
量
や
分

別
な
ど

小
さ
な

島
を

訪
れ
る

際
は
気
を
つ

け
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
い
ま
し
た
。

・
生
物
・

植
物
の
プ
ロ

で
あ
る
先
生

た
ち
に
気
に

な
る
こ
と
を

す
ぐ
に
質
問

す
る
こ
と
の

で
き
る

環
境

で
、
本
島
で
は
見

ら
れ
な
い

本
当
に
た
く

さ
ん
の
生
物

・
植
物
に

出
会
え
た
こ
と

で
す
。

私
は

、
日
本
の
本

島
で
見
ら
れ

る
生
物
・
植
物
以

外
に
ほ
と

ん
ど

触
れ
た

こ
と
が
な
か

っ
た
た
め
、

見
た
こ
と
も

な
い

亜
熱
帯

系
の
生
物
・

植
物
を
た
く

さ
ん
見
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
が
本
当
に
良
い
経

験
に
な
り
ま
し
た
。
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・
 
上
記
の
回
答
と

被
る

所
も
あ
る
が
、「

ゴ
ミ

」
と
い
う
現
実
に

大
き
な

衝
撃
を

受
け
た
。
中

国
製
、
韓

国
製
、
フ

ィ
リ

ピ
ン

製
な

ど
日

本
以

外
の

国
か

ら
の

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル
や

韓
国

製
の

巨
大

な
投

棄
さ

れ
た

冷
蔵

庫
・

・
様

々
な

ゴ
ミ

が
漂

着
し

て
い

る
現

状
に

驚
い
た

。
更

に
こ
の

よ
う

な
不

燃
ゴ

ミ
は

島
自

ら
で

は
処
分

で
き

ず
、
お

金
を

払
っ
て

隣
の

石
垣

島
で

処
分

し
て

い
る

と
い
う

現
実

に
驚
か

さ
れ

た
。
も

ち
ろ

ん
肝
心

の
「

自
然

」
と

い
う

点
も

想
像

を
は
る

か
に

超
え

て
い

た
。

作
ら

れ
た

リ
ゾ
ー

ト
で

は
な
い

正
に

生
の
マ

ン
グ

ロ
ー
ブ

や
さ

ん
ご

礁
を

こ
の

目
で

見
て

、
触
れ

る
こ

と
が

で
き
た
の
は
、
今

後
の
人
生
に
お
い
て
も
と
て
も
大
き
な

経
験
に
な
っ
た
と
思
う
。

・
 
海
で
、
ル
リ

ホ
シ

ス
ズ

メ
ダ

イ
と
い
う
魚
の
生

態
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
驚
き
ま
し
た
。

私
の
中
の

「
サ
ン

ゴ
礁
で

泳
ぐ

魚
」
の

イ
メ
ー

ジ
と

言
え
ば
、
そ
の

辺
に
た
だ
よ
う
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
を

食
べ
な
が
ら

、
ぷ

か
ぷ

か
優

雅
に

泳
い

で
い
る

、
と

い
う
も

の
で

し
た
。

し
か

し
ル
リ

ホ
シ

ス
ズ

メ
ダ

イ
は

、
自

分
の

食
料
を

確
保

す
る

た
め
に
、敵

に
攻

撃
し
な
が
ら
、必

死
に

縄
張
り
を

守
っ
て
い
ま
し
た
。海

社
会
も

大
変
な
ん
だ
な

…
と
感
じ
ま
し
た
。
 
 

1
4

 
・
 
自

然
の

美
し
さ
と
、
い
い
意
味
で
の
何
も
な
さ
は
想

像
以
上
で
あ
っ
た
。

 
・
 

私
の
班
で
は
実
際
に

ゴ
ミ
を
見
て
回
り
ま
し
た
が
、

綺
麗
と
い
う
島
の

イ
メ
ー

ジ
と

反
し
て
、
海
外
か
ら
の

漂
着

ご
み

が
あ

ま
り

に
も

多
か
っ

た
で

す
。
中

で
も

、
韓

国
製

の
冷

蔵
庫

が
流

れ
着
い

て
い

る
の
に

は
一

同
驚
き

ま
し

た
。

フ
ィ

リ
ピ

ン
の

ご
み

も
あ
り

、
さ

ま
ざ
ま

な
国

と
海
で

つ
な

が
っ
て

い
る

の
だ
な

と
し

み
じ
み

思
っ

て
し
ま

い
ま

し
た

が
、

な
に

せ
流

れ
て

く
る
の

は
ご

み
な
の

で
、

何
ら
か

の
対

策
は

必
要

だ
と

い
う

結
論

に
至
り

ま
し

た
。
し

か
し

、
や

は
り

民
間

人
レ

ベ
ル

で
で
き

る
こ

と
は

限
ら

れ
て

く
る

し
、

処
分
に

多
額

の
資

金
が

必
要

と
言

う
具

合
に
、

も
は

や
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア
さ
え
不

可
能
と
い
っ
た

厳
し
い

状
況
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。

・
圧

巻
は

オ
ヒ
ル

ギ
の
林
だ
っ
た
。
あ
の

膝
根
は
一
人
で
見
た
ら
不
気
味
だ
と
思
っ
た
。
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
の
中
で

は
シ

レ
ナ

シ
ジ

ミ
を

見
ら

れ
て
良

か
っ

た
。

キ
バ

ウ
ミ

ニ
ナ

が
無

数
に
い

て
び

っ
く
り

し
た

け
れ
ど

、
思

っ
た
よ

り
種

類
数

は
少

な
か

っ
た

。
サ

ン
ゴ

礁
で

は
、

す
ご

く
浅

い
と
こ

ろ
に

も
法

制
の

方
奈

魚
が

無
数

に
泳
い

で
い

て
感
動

し
た

。
な

ぜ
、

あ
ん

な
に

色
鮮

や
か
な

の
か

、
不
思

議
に

思
っ
た

。
亜

熱
帯
林

、
サ

ン
ゴ

礁
、

マ
ン

グ
ロ

ー
ブ

林
、
そ

れ
ぞ

れ
で

全
く

異
な
る

世
界
が

広
が
っ
て
い
て
そ
れ
で
い
て

相
互
に

影
響
を

与
え
て
い
る
と

言
う
こ
と
が
不
思
議
だ
っ
た
。

・
一
番

衝
撃
的
だ
っ
た
の
は
や
っ

ぱ
り

ご
み
に
つ
い
て
で
す
。
行
く
前
は
あ
ま
り
島
の
人
の
生
活
に
つ
い
て
は
考
え

て
い

な
か

っ
た

の
で

、
ご

み
を

別
の

島
に

持
っ

て
い

く
こ
と

や
埋

め
て
い

る
と

い
う
こ

と
は

本
当
に

び
っ

く
り
し

ま
し

た
。

ま
た

、
マ

ン
グ

ロ
ー

ブ
の
そ

ば
に

あ
っ
た

す
て

ら
れ
た

ご
み

の
多
さ

に
も

び
っ
く

り
し

ま
し
た

。
人

間
の
自

然
に

及
ぼ

し
て

い
る

影
響

の
恐

ろ
し
さ

を
改

め
て
知

り
ま

し
た
。

わ
か

っ
て
は

い
た

け
れ
ど

、
や

っ
ぱ
り

本
州

と
の
生

態
系

の
違

い
に

は
驚

か
さ

れ
ま

し
た
。

マ
ン

グ
ロ
ー

ブ
の

葉
っ

ぱ
や

幹
の

構
造

、
生

存
方

法
が

普
通

の
木

と
は

あ
ん
な

に
違

う
も

の
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
よ
り
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

・
一
番

衝
撃
を

受
け
た
の
は
シ
ュ
ノ
ー
ケ
ル
で
あ
る
。
シ
ュ
ノ
ー
ケ
ル
は
初
め
て
で
、
こ
れ
ま
で
は
グ
ラ
ス

ボ
ー
ト

な
ど

で
海

を
見

た
だ

け
で

あ
り
、

か
な

り
深
い

、
ま

た
観
察

に
い

い
ポ

イ
ン

ト
に

行
か

な
い

と
多
く

の
魚

は
観
察

で
き

な
い

と
思

っ
て

い
た

。
し

か
し
、

浅
い

と
こ
ろ

で
も

ク
マ
ノ

ミ
や

チ
ョ

ウ
チ

ョ
ウ

オ
な

ど
見

た
か
っ

た
魚

を
存
分

に
観

察
す

る
こ
と
が
で
き
、
い
い
意
味
で
衝

撃
だ
っ
た
。

・
雨
上
が
り
、
ア

ス
フ

ァ
ル
ト
の

路
上
を
、

ヤ
ド
カ
リ
や
カ

ニ
が

歩
い
て
い
た
こ
と
に

衝
撃
を

受
け
た
。

東
京
で
は

ま
ず

見
ら

れ
な

い
光

景
と

い
う
理

由
も

あ
る
が

、
西

表
島
は

、
東

京
の
よ

う
に

人
間
の

住
処

と
自

然
が

完
全

に
断

絶
し

た
場

所
で
は
な
い
の
だ
、
と
気
が
付
い
た
事
が
、

衝
撃
を

受
け
た
最

大
の
理
由
で
あ
る
。

・
ま

ず
、

サ
ン

ゴ
礁
の
生

態
系
が
と
て
も

印
象
的
だ
っ
た
。
上
で
も

既
に

書
い
た
が
、

限
ら
れ
た

ス
ペ
ー

ス
の
中
に
あ
れ

だ
け

沢
山
の

種
類
の

サ
ン

ゴ
が
生

息
し
て
い
る
こ
と
は
と
て
も

驚
い
た
。
ま
た
、

サ
ン

ゴ
礁
に

住
ん
で
い
る

魚
に
関
し

て
も
、
始
め
は

ク
マ
ノ

ミ
や
ル
リ

イ
ロ

ス
ズ

メ
ダ

イ
の
よ
う
に
ど
ち
ら
か
と

言
う
と

小
さ
い

サ
イ

ズ
の

魚
が
多
く

泳
い

で
い
る
と
思
っ
て
い
た
が
、
実
際
に
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
で
見
て
み
る
と
比

較
的
に

浅
瀬
の
と
こ
ろ
で
も

想
像
し
て
い

た
よ
り
も

大
型
の

魚
が
か
な
り
の
数
い
た
。
こ
の

サ
ン

ゴ
礁
は
一
つ
の
例
に

過
ぎ
な
い
が
、
行
く
前
に
思
い

浮
か
べ
て

い
た

「
生
物
多

様
性

」
を

遥
か
に

凌
駕
す
る

「
生
物
多

様
性

」
が
西
表
に
は
あ
っ
た
の
で
、
良
い
意
味
で
期

待
を

裏
切

ら
れ
た
と
思
う
。

・
道
を

歩
く
だ
け
で
昆
虫
や
哺

乳
類
が
向
こ
う
か
ら
現
れ
て
く
る
も
の
か
と
思
っ
て
い
た
が
、
実
際
は
こ
ち
ら
か
ら
探
さ

な
く
て
は
そ
れ
ら
と
会
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
点
は

亜
熱
帯
と
い
え
ど
も
、

他
の
地

域
と

同
じ
な
の
だ
と
思

っ
た
。（

良
く
考
え
れ
ば
当
た
り
前
の
こ
と
な
の
で
あ
る
が
）
し
か
し
発
見
し
た
生
物
の

大
き
さ
に
は

驚
い
た
。
そ
の
例

が
手

長
エ

ビ
と
シ

ジ
ミ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
温
帯
で
は
め
っ
た
に
お
目
に
か
か
れ
な
い
サ

イ
ズ
で
、
何
を

餌
に
し
て
い

る
の
か

疑
問
を

持
っ
た
。

・
こ
の
実
習
で
の
最
大
の

衝
撃
は
、

亜
熱
帯
の
日

差
し
の

強
さ
と
暑
さ
で
あ
る
。
西
表
の

強
烈
な
日

差
し
は
、
植
物
を

東
京
と
違
っ
た
も
の
に
す
る
。
ほ
と
ん
ど
の
植
物
が
落

葉
し
な
か
っ
た
り
、

葉
に
表

裏
が
な
か
っ
た
り
、

葉
の
付
き
方
も
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亜
熱
帯
な
ら
で
は
の
仕

様
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
暑
さ
。
東

京
者
に
は

経
験
の
な
い
暑
さ
と

湿
気
で
あ
る
。
し

か
し
現
地
の
人
は
割
と

平
然
と
す

ご
し
て
い
た
し
、
ほ
と
ん
ど
風

呂
の
よ
う
に
な
っ
た

タ
イ
ド
プ
ー
ル
で
も
生
き
て
い

る
海

辺
の
生
物
が
い
た
。
そ
の
よ
う
な
環

境
で
生
き
る
西
表
の
生
物
の
強
さ
に
も

驚
き
で
あ
る
。

・
行
く
前
は
観

光
の
た
め
の

道
な
ど
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
っ
た
が
、
実
際
に
は
自
分
で

歩
い
て
そ
の
ま
ま
の
自

然
を

み
た
こ
と
。

・
①

「
星

砂
」

星
砂
は

砂
の

形
が
変

わ
っ
た
も
の

だ
と

勝
手
に

思
っ
て
い
た

の
で
、
海
で

海
藻
に
付

着
し
た
生
き
て
い
る

星
砂

(
?
)
を
見
て

衝
撃
を

受
け
ま
し
た
。
②

「
シ
レ

ナ
シ

ジ
ミ

」
本
当
に

巨
大
で

殻
も

固
く
て
、

他
の
生
き
物
と

同
じ
く

デ
ト
ラ

イ
タ

ス
を

食
べ
て

い
る
だ
け
な

の
に
、
ど
う

し
て
こ
ん
な

に
大
き
い
の

か
と

驚
き
ま

し
た
。
③

「
亜
熱
帯
林
」
上
か

ら
下
ま
で

多
種
多

様
な

植
物
が
詰
ま

っ
て
い
て
、

生
き
る
た
め

に
そ
れ

ぞ
れ

工
夫
し
た
生

態
で

光
や

土
を

奪
い
合
っ
て
い

る
様

子
が

衝
撃
的
で
し
た
。
④
「

サ
ン

ゴ
と

魚
」

色
も

形
も

様
々
で
、
本
当
に
き
れ
い
で
感
動
し
ま
し
た
。

・
お
祭
り

を
見
て
思
っ

た
の
で
す
が

、
離
島
に

住
む
人
た
ち
が

他
の
島
の
人

達
と
の

交
流

を
活

発
に
行

っ
て
い
た
こ
と
が

印
象
的
で

し
た
。
島
の

中
に

閉
じ
こ

も
る
の
で
は

な
く
、
外
の

人
達
と

交
流

を
図
っ
て
い

る
こ
と
や
、

島
を

出
た
人
た
ち

も
お
祭
り

の
た

び
に
島

に
帰
っ
て
く

る
の
を
見
て

、
島
に
生
ま

れ
た
人
た
ち

は
、

都
会
に

比
べ
て

娯
楽

な
ど
が
な
い
と
こ

ろ
で

育
っ
た
は
ず
な
の
に
、
私
た
ち
よ
り
も
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を

故
郷
に

対
し
て

抱
い
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
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・
 
地

元
に
人
た
ち
と
の

交
流
と
い
う
点
を
も
う
少
し
時
間
を

費
や
し
て
も
よ
か
っ
た
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

私
は

個
人

的
に

鳩
間
島

で
は

島
の

住
人

に
声

を
掛

け
て

、
ゴ

ミ
問

題
に

つ
い

て
貴

重
な
話

が
聞

け
ま
し

た
が

、
プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

そ
の

よ
う

な
住

人
の

声
を

き
く

と
い

う
も

の
が
あ

っ
て

も
良
か

っ
た

の
か
な

と
思

い
ま
す

。
そ

の
上
で

豊
年

祭
と

つ
な
が
れ
ば
、
一
時
的
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
も
っ
と
密
な

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が

取
れ
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

・
 
滝
、

亜
熱
帯
林
で
の
生
物
の
観
察
。
や
は
り

「
生
物
の
実
習

」
と
い
う

イ
メ
ー

ジ
で
行
っ
た
の
で
、
よ
り
多
く

の
生

物
達

に
触

れ
て

み
た

か
っ
た

で
す

。
今
回

は
、

虫
嫌
い

を
克

服
し
よ

う
と

思
っ
て

い
ま

し
た
が

、
そ

こ
ま
で

虫
と

出
会

わ
な

か
っ

た
な

…
と

思
い
ま

す
。

滝
、

川
、

海
と

、
繋

が
っ

て
い
る

水
の

流
れ
の

中
で

、
そ
れ

ぞ
れ

の
場

所
に

生
き
る

生
物

達
の

比
較

な
ど

も
し
て

み
た

か
っ
た

と
思

い
ま
す

。
あ

と
は
、

や
は

り
海
で

、
深

い
場

所
で

の
観

察
を

も
っ

と
続

け
た
か
っ
た
で
す
。
手
前
の
海
と
は
、
魚
の
数
、

綺
麗
さ
が

段
違
い
で
し
た
。

 
・
 
本

土
で
は
見
ら
れ
な
い
あ
れ
ほ
ど
き
れ
い
な
海
に

1
日
し
か
行
け
な
か
っ
た
の
は
非

常
に

残
念
だ
っ
た
。
ま
た
、

カ
ヌ

ー
な

ど
の

プ
ロ

グ
ラ
ム

も
用

意
か
ら

か
た

ず
け
を

含
め

非
常
に

楽
し

く
、

童
心

に
帰

れ
た

気
が

し
た
の

で
、

も
う

少
し

乗
れ
た
ら
な
お
よ
か
っ
た
と
思
う
。

 
・
 
も
っ
と
時
間
が
あ
っ
た
ら
西
表
島
を
何
ら
か
の

形
で
一

周
し
た
か
っ
た
で
す
。
結
構
な

距
離
が
あ
る
に
は
違

い
な

い
の

で
、

徒
歩

は
き

つ
い
で

し
ょ

う
し
、

自
転

車
も

楽
で

は
な

い
と

思
い

ま
す
が

、
自

力
で
西

表
島

の
風
を

切
っ

て
走

る
の

も
よ

い
か

と
思

い
ま
し

た
。

基
本
的

に
上

原
周

辺
を

行
っ

た
り

来
た

り
す
る

だ
け

だ
っ
た

の
で

、
島
の

反
対

側
の

集
落
の

状
況
に
も

幾
分
か
の
興
味
が
沸
き
ま
し
た
。

 
・
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
の
観
察
を
も
っ
と
時
間
を
か
け
て
行
い
た
か
っ
た
。
半
日
だ
け
だ
と

必
死
で

馬
場
先
生
に
つ

い
て

行
く

だ
け

で
終

わ
っ

て
し
ま

う
の

で
、
観

察
の

後
に
地

図
で

自
分

達
が

ど
こ

を
歩

い
た

の
か
、

ど
こ

に
な
に

が
生

え
て

い
た

の
か

な
ど

を
確

認
し
、

再
度

少
し
違

う
コ

ー
ス
を

歩
い

て
み
た

か
っ

た
。
ま

た
、

満
潮
時

の
マ

ン
グ
ロ

ー
ブ

林
を

観
察

し
て

み
た

か
っ

た
。
ど

こ
ま

で
マ
ン

グ
ロ

ー
ブ
が

水
没

し
て
し

ま
う

の
か
や

、
ど

ん
な

魚
が

来
る

の
か

な
ど

を
見

た
か
っ
た
。

・
鳩

間
島

の
豊

年
祭

。
島
の

人
に

も
っ
と

じ
か

に
い
ろ

ん
な

話
を
き

き
た

か
っ
た

で
す

。
普

段
の

生
活

の
様

子
や

、
学

1
6

校
の

様
子

な
ど

に
つ

い
て
も

も
っ

と
知
り

た
か

っ
た
な

ぁ
と

お
も
い

ま
し

た
。
西

表
島

に
つ
い

て
も

、
も
っ

と
実

際
に

歩
い

た
り

自
分

で
調

べ
る
時

間
が

ほ
し
か

っ
た

で
す
。

亜
熱

帯
林
の

観
察

も
も
っ

と
や

り
た
か

っ
た

で
す
。

植
物

を
も

っ
と
観
察
し
た
か
っ
た
し
、
蝶
や
生
き
物
に
出

会
い
た
か
っ
た
で
す
。

・
先

ほ
ど

も
書

い
た

通
り
、

実
験

所
周

辺
や

平
地

に
お

い
て

昆
虫
類

の
観

察
を
も

っ
と

し
た
か

っ
た

。
ま
た

、
時

間
帯

は
午

前
・

午
後

の
二

回
行
い

、
午

前
に
見

ら
れ

る
生
物

と
午

後
に
見

ら
れ

る
生
物

の
比

較
を
し

て
も

面
白
い

の
で

は
な

い
か
と
思
っ
た
。
少
な
く
と
も
午
前
中
に
蝶
の
観
察
が
し
て
み
た
か
っ
た
。

・
カ

ヌ
ー

に
よ

る
川

上
り
。

今
回

は
距

離
が

短
か

っ
た

の
で

、
見
ら

れ
る

森
林
も

少
な

か
っ
た

が
、

も
う
少

し
距

離
が

あ
れ

ば
、

マ
ン

グ
ロ

ー
ブ
林

の
木

の
種
類

の
変

遷
や
、

亜
熱

帯
林
の

木
の

種
類
の

変
遷

な
ど
、

見
ら

れ
る
も

の
も

多
か

っ
た
と
思
う
。

・
カ
ヌ
ー

で
川
上
り
を

し
た

後
の
熱

帯
雨
林
散

策
は
、
も
う
少

し
時
間
を
か

け
て
み
た
か

っ
た
と
思
い

ま
す
。

午
前
中
の

マ
ン
グ
ロ

ー
ブ
で
時
間

を
使
っ
て
し

ま
っ
て
ど
う

し
て
も

バ
タ

バ
タ
し
て
し

ま
い
ま
し
た

が
、
も
し

午
後
の
時
間
に

余
裕

が
あ

れ
ば

昆
虫

や
植
物

の
観

察
（
特

に
植

物
の
生

え
方

?
や

生
存

競
争

?
の

様
子

）
を

じ
っ
く

り
と

行
っ
て

み
た

か
っ
た
で

す
。
そ
れ

と
上
に
も

書
き
ま
し
た
が

、
マ
リ
ュ
ド

ォ
ウ
の
滝
も

上
っ
て
み
た

か
っ
た
で
す

。
こ
う
は

書
き
ま
し
た
が
、
私

は
全
体
的
に
と
て
も
満
足
で
き
、
と
て
も
充
実
し
た
実
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

・
川
の
生

物
の
観
察
に

も
っ
と
時
間

を
費
や
し
た

か
っ
た
。
そ

し
て
西
表
島

の
森
と

川
と

海
の
関

連
に

つ
い
て

詳
し
く
調

べ
、
そ
の

う
え
で
生
物

多
様

性
に
つ

い
て
調
べ
た

か
っ
た
。
さ

き
ほ
ど
質
問

１
３
で
生
物

の
大
き
さ
に

驚
き
、
何
を

餌
に

し
て
い
る

か
疑
問
に
思

っ
た
と

書
い

た
が
、
森
か

ら
川

へ
と

流
れ
る

養
分
に

着
目
す
る
こ

と
で
そ
の

答
え
の

手
掛
か
り
を

発
見
で
き

る
よ
う
な
気

が
し
た
。
そ

し
て
そ
こ
か

ら
、

川
か
ら

海
へ
の

養
分

供
給
を
通
じ

て
西
表
の
海

の
豊
さ
に
つ
い
て

も
何
ら
か
の

説
明
を

与
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思
っ
た
。

・
全
体
的

に
、
時
間
に

ゆ
と
り
が
な

い
よ
う
に
感

じ
た
。
特
に

、
マ
ン
グ
ロ

ー
ブ
林
・

川
登
り
に
つ
い

て
は
、

歩
い
て
通

過
し
た
と

い
う
感
じ
で

散
策
で
き
た

気
が
し
な
か

っ
た
。
自

然
観
察
に
は
、

少
な
く
と
も

半
日
は
一

定
の

場
所
に

留
ま
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
。

・
カ
ヌ
ー
を
海
ま
で
漕

ぎ
た
か
っ
た
。

・
マ
ン
グ

ロ
ー
ブ
林
は

と
て
も
面
白

か
っ
た
で
す

が
、
先
生
の

歩
く

速
さ
に

遅
れ

ず
に
つ

い
て
い
く
た

め
に

必
死
だ
っ
た

の
で
、
マ

ン
グ
ロ
ー
ブ

林
の
生
き
物

を
も
う
少
し

時
間
を
か
け

て
見
た
か
っ

た
で
す
。
特

に
、
シ

ャ
コ

が
作
っ
た

山
を
見

つ
け
て
興
味
を

ひ
か
れ
た
の
で
、
時
間
が
あ
れ
ば
、
中
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
掘
っ
て
み
た
か
っ
た
で
す
。

・
亜
熱
帯

雨
林
を
も
う

少
し

ゆ
っ
く

り
見
て
み
た

か
っ
た
で
す

。
も
っ
と

広
い

範
囲
を

歩
い
て
。
多
く

の
生
物
を
見
つ
け

た
か
っ
た
で
す
。
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・
 
ま

ず
は
、

馬
場
先
生
、

片
田
先
生
、

宮
本
先
生
、

池
田
先
生
の

四
方
に

大
変
お

世
話
に
な
っ
た
こ
と
を
、
深
く

感
謝

し
た

い
と

思
い

ま
す

。
こ
れ

だ
け

密
な
プ

ロ
グ

ラ
ム
を

組
ん

で
く
だ

さ
り

、
サ
ポ

ー
ト

し
て
い

た
だ

い
て
本

当
に

助
か

り
ま

し
た

。
普

段
、

人
以
外

の
生

物
と

大
し

て
触

れ
る

機
会

が
な
い

私
に

と
っ
て

、
初

め
て
の

話
や

初
め
て

目
に

す
る

も
の

ば
か

り
で

す
べ

て
が

新
鮮

で
し

た
。

も
う

少
し
事

前
に

生
き
物

の
種

類
と

形
が

一
致

し
た

状
態

で
行
け

ば
よ

か
っ

た
と

反
省

し
て

い
ま

す
。
最

後
に

、
私
の

サ
ー

ク
ル
の

会
長

で
も
あ

り
、

今
回
は

班
の

担
当
の

先
生

で
も
あ

っ
た

秋
山

先
生

に
は

ご
迷

惑
ば

か
り
か

け
ま

し
た
が

、
こ

の
よ
う

な
実

習
に

参
加

さ
せ

て
く

だ
さ

っ
た
こ

と
を

心
よ
り

感
謝

し
た

い
と

思
い

ま
す

。
本

当
に
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
今

回
の
実

習
で

痛
感
し

た
の

は
「

百
聞

は
一

見
に

如
か

ず
」

と
い
う
こ
と
で
す
。マ

ン
グ
ロ
ー
ブ
も
サ
ン

ゴ
も

ゴ
ミ
で
す
ら
、H

P
上
の

画
像
や

テ
レ

ビ
で
見
る
だ
け
で
は
何
も
見
え
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て
い

な
い

と
い

う
こ

と
が
わ

か
り

ま
し
た

。
こ

ん
な
こ

と
に

気
が
つ

い
た

だ
け
で

も
開

講
し
て

く
だ

さ
る
意

義
が

あ
る

と
思
い
ま
す
。是

非
来
年
も「

気
が
つ
く
」と

い
う
経

験
を
多
く
の
人
に
こ
の
実
習
で
し
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

 
・
 
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
や
熱
帯
林
の

奥
ま
で
入
り

込
む
。
見
た
事
の
な
い
生
物
が
い
た
ら
、
す
ぐ
に

詳
し
い
先
生
に

聞
け

る
。

こ
れ

ら
は

、
普

通
の
観

光
で

は
決
し

て
出

来
な
い

こ
と

で
す
。

多
く

の
人
に

支
え

ら
れ
て

、
す

ご
く

貴
重

な
体

験
が

出
来

ま
し
た

。
ま

た
、

仲
間

た
ち

と
生

活
を

共
に
し

て
、

勉
強
し

た
り

、
会
話

を
し

た
り
す

る
の

は
、
も

う
行

く
こ

と
の
な
い
と
思
っ
て
い
た
修

学
旅
行
の
よ
う
で
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。「

帰
り
た
く
な
い

！
」
と
本
気
で
思
う
実

習
で

し
た

。
引

率
の

先
生
方

、
現

地
で

助
け

て
く

だ
さ

っ
た

方
々
、

一
緒

に
行
っ

た
メ

ン
バ
ー

の
皆

さ
ん
、

本
当

に
あ

り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
 

 
・
 
本
当
に
有
意
義
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
。

大
学
に
入
っ
て
か
ら
一
番
有
意
義
で
あ
っ
た
と

言
っ
て
も

過
言
で

は
な

い
く

ら
い

で
す

。
専

門
家
の

先
生

と
自

然
を

回
れ

る
と

い
う

こ
と
が

、
お

っ
し

ゃ
っ

て
い

た
通

り
大

変
貴

重
で

、
た
め

に
な

る
と

い
う

こ
と

が
本
当

に
よ

く
わ
か

り
ま

し
た
。

内
容

も
と
て

も
よ

か
っ
た

と
思

い
ま
す

。
都

会
で
は

絶
対

に
で

き
な
い
こ
と
だ
ら
け
な
の
で
葉
っ

ぱ
1
枚
が
物

珍
し
く
感
じ
ら
れ
て
、
新
し
い
自
分
に

出
会
え
た
と
思
い
ま
す
。
日
程

や
費

用
や

人
数

的
に

難
し
い

か
も

し
れ
ま

せ
ん

が
、
も

っ
と

個
人
個

人
の

や
り
た

い
こ

と
に

焦
点

を
絞

っ
て

や
っ

て
い

け
た

ら
も

っ
と

良
く

な
る
と

思
い

ま
す
。

な
の

で
、
あ

ま
り

人
数
は

多
す

ぎ
な
い

ほ
う

が
良
い

と
思

う
し
、

そ
っ

ち
の

ほ
う
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
的
に
も
充
実
す
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
機

会
が
あ
っ
た
ら

ぜ
ひ

参
加
し
た
い

企
画
で
し
た
。

 
・
 

私
の
班
に
つ
い
て
で
す
が
、

メ
ン

バ
ー
の

チ
ー
ム

ワ
ー

ク
は
よ
く
、

4
年
生
を
中
心
に
か
な
り
よ
く
ま
と
ま
っ
た

と
思

い
ま

す
。

し
か

し
先
に

も
ふ

れ
た
よ

う
に

、
虫

取
り

に
秀

で
た

人
、

水
中
カ

メ
ラ

を
持
っ

た
人

も
お
ら

ず
、

動
物

の
観

察
と

い
う

意
味

で
は
、

ど
う

し
よ
う

も
な

く
、
い

さ
さ

か
不
満

の
残

る
も
の

で
し

た
。
実

習
自

体
、

得
ら

れ
る
と

こ
ろ

は
多

く
、

か
な

り
有
意

義
な

も
の
で

、
人

生
の
中

で
、

西
表
島

で
こ

れ
だ
け

高
密

度
の
観

察
が

で
き
る

こ
と

は
、

お
そ

ら
く

二
度

と
な

い
と
思

い
ま

す
。
だ

か
ら

来
年
度

も
、

こ
の
課

外
授

業
が

開
講

さ
れ

る
こ

と
に

関
し
て

は
大

い
に

賛
成
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
（
全
体
的
な
充
実
度
か
ら
し
た
ら
些

細
な
も
の
で
す
が
）、

班
に
よ
っ
て
観
察
度
合
い
の

偏
り

が
無
く
な
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
け
る
と
よ
り
よ
い
か
と
思
い
ま
す
。
せ
め
て
、
全
て
の
班
に

1
個

ず
つ
の

水
中
カ

メ
ラ
を

割
り
当
て
る
と
か
、
全
て
の
班
が
柄
の

長
い
虫

取
り

網
で
あ
る
と
か
い
う

工
夫
が
ほ
し
い
で
す
。

 
 
な
お
実
習
全
体
を
総

括
し
て
で
す
が
、
見
た
も
の
の
ほ
と
ん
ど
が
「
リ
ュ

ウ
キ
ュ

ウ
○

○
」
と
か
「

ヤ
エ

ヤ
マ

○
○

」
で

は
な

い
の
か

と
思

う
ぐ
ら

い
新

た
な

発
見

に
満

ち
あ

ふ
れ

て
お
り

、
単

な
る

コ
ン

ク
リ

ー
ト

で
で

き
た

教
室

で
学

ぶ
の

で
は

な
く
、

首
都

圏
を

離
れ

、
西

表
島

と
い

う
巨

大
な

生
態

系
で

包
み

込
ま
れ

た
フ

ィ
ー
ル

ド
の

中
で
、

実
際

に
、

見
て
、感

じ
て
得
ら
れ
る
感
動
は
言
い

尽
く
せ
な
い
も
の
で
し
た
。美

し
い
自

然
の
島
と
い
う

様
相
を

呈
す
る
一
方
で
、

ゴ
ミ

問
題

、
エ

ネ
ル

ギ
ー
問

題
と

い
う

社
会

問
題

も
凝

縮
さ

れ
て
い

る
の

で
、
問

題
意

識
さ
え

持
て

ば
、
本

当
に

何
で

も
学

べ
る

環
境

が
整

っ
て
い

ま
し

た
。
だ

か
ら

、
大

学
を

卒
業

し
て

社
会

に
出
た

後
も

、
法

律
面

、
経

済
面

な
ど

、
ど

の
分

野
か

ら
で

も
環

境
保

護
へ

の
携

わ
り

方
が

あ
る
と

い
う

視
野
を

得
る

こ
と
が

で
き

た
よ
う

に
思

い
ま
す

。
最

後
に

な
り

ま
し

た
が

、
や

は
り
こ

の
実

習
に
お

い
て

欠
か
せ

な
か

っ
た
の

が
、

さ
ま

ざ
ま

な
人

た
ち

の
サ

ポ
ー
ト

だ
っ

た
と

思
い

ま
す

。
援

助
し

て
い
た

だ
い

た
人

達
の

数
を

数
え

れ
ば

、
学
生

の
数

と
同
じ

に
な

る
の
で

は
な

い
か
と

い
う

ぐ
ら

い
の

厚
い

サ
ポ

ー
ト

体
制
で

し
た

。
し
か

も
、

期
間
中

毎
日

一
緒
に

行
動

し
て
く

だ
さ

る
先
生

方
は

虫
や

魚
、

植
物
な

ど
の

エ
キ

ス
パ

ー
ト

だ
っ
た

の
で

、
遠
目

で
見

た
り
、

特
徴

を
聞
い

た
り

し
た
だ

け
で

種
を

判
別

で
き

る
の

で
、

図
鑑

の
必

要
が

な
い

ぐ
ら

い
で
、

か
な

り
助
け

ら
れ

ま
し
た

。
そ

の
他
に

も
、

鳩
間
島

ま
で

の
船
を

出
し

て
く
れ

た
方

、
シ

ュ
ノ

ー
ケ

リ
ン

グ
で

補
助
し

て
く

れ
た
方

や
、

食
事
を

作
っ

て
く
れ

た
方

、
挙

げ
れ

ば
き

り
が

な
い

ほ
ど
で

、
そ

う
い

っ
た
人
た
ち
の
関
わ
り
が
あ
っ
て
こ
そ
の
実
習
で
あ
り
、
何
よ
り
も
印

象
深
い
も
の
と
な
る

要
因
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
初
め
て
の
沖

縄
で

素
敵
な
思
い

出
が
で
き
ま
し
た
。

・
本
当
に

素
晴
ら
し
い
実
習
だ
っ
た
。
西
表
島
の
多

様
な
自

然
を
体

験
で
き
た
だ
け
で
も

貴
重
な
こ
と
な
の
に
、
マ

ン
グ

1
8

ロ
ー

ブ
林

、
亜

熱
帯

の
植
物

、
昆

虫
、
さ

ん
ご

礁
の
生

物
の

専
門

家
と

一
緒

に
観

察
で

き
る
の

は
本

当
に

素
晴

ら
し
か

っ
た

。
来

年
度

以
降

も
是

非
開

講
し

、
多

く
の

人
が
こ

の
経

験
が

出
来

る
こ

と
を

願
っ

て
い
る

。
し

か
し

参
加

す
る
人

に
は

是
非

重
点
的
に
見
る
ポ

イ
ン
ト
や
自
分
の

テ
ー
マ
を

決
め
て

参
加
し
て

欲
し
い
。4

泊
5
日
は
本
当
に
あ
っ
と
い
う

間
何

尾
で

、
下

手
を

す
る
と

た
だ

、
先
生

の
後

に
必

死
で

着
い

て
行

く
だ

け
に
な

り
か

ね
な
い

。
逆

に
先
生

方
に

「
こ

う
い

う
も

の
が

見
た

い
、
こ

う
い

う
事
を

調
べ

た
い

」
と

言
え

ば
、

先
生

方
は
本

当
に

熱
心
に

手
助

け
し
て

く
れ

る
。

事
前

に
な

に
を

テ
ー

マ
に
す

る
か

決
め
る

の
は

難
し
い

か
も

し
れ
な

い
が

、
テ
ー

マ
が

決
ま
っ

て
い

る
の
と

い
な

い
の

で
生

え
る

も
の

に
も

大
き
な

佐
賀

で
類
と

思
う

。
先
生

方
は

み
ん
な

本
当

に
魅
力

的
な

方
々
で

、
何

よ
り
、

自
分

が
本

当
に

マ
ン

グ
ロ

ー
ブ

や
昆
虫

や
魚

が
好
き

な
の

が
伝
わ

っ
て

き
た
。

ま
た

、
船
の

操
縦

を
し
て

く
れ

た
方
や

、
宿

舎
の

人
な

ど
皆

さ
ん

本
当

に
親
切

で
私

た
ち
の

活
動

は
本
当

に
多

く
の
方

に
支

え
ら
れ

て
成

り
立
っ

て
い

た
の
だ

と
感

謝
し

て
い
る
。

・
新
た
な

人
と
の

出
会

い
は

新
た
な

経
験
や
考
え

方
を
生
み
ま

す
。
た
だ
の

観
光

客
で
き

て
い
た
ら

決
し
て

出
会
え
な
か

っ
た
知
識

に
、
動
物
に

、
植
物
に

出
会
え
る
こ
と

が
で
き
た
の

も
先
生
方
と

の
出

会
い
の

お
か

げ
で
あ

る
し
、
そ
こ
の
生

き
物
た
ち

を
情
熱
を

持
っ
て
調
査
し

て
い
る

研
究

者
と
し
て
の

先
生
方
と

出
会
え
た
こ
と

も
文

系
の

私
に
と
っ
て
は
本
当

に
貴

重
で

す
。

今
回
の

実
習
は
た
く

さ
ん
の
方
々

同
士
の

出
会

い
が
あ
り
、

協
力
と
理
解

が
あ
っ
て
実

行
で
き
た
も
の
で

し
ょ
う
し

、
大

学
で

出
会
っ
て
で
き

た
友

達
の

紹
介
が
な
け
れ

ば
存

在
を
知

ら
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う

私
に
は

身
に
し
み
て

出
会
い
の

あ
り
が
た
み

を
実
感
で
き

ま
し
た
。

大
学
一
年
生
の

夏
に
、
こ
れ

だ
け

新
し
い

出
会
い
が
で

き
る

機
会
は
こ
ん

な
素

敵
な

実
習

以
外
に

ほ
と
ん
ど

無
い
と
思
い
ま

す
。
こ
ん
な

に
贅

沢
な
、

恵
ま
れ
た
実

習
に

参
加
で

き
て
本
当
に

楽
し

か
っ
た
で
す
。
先
生
方
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

・
個
々
の

細
か
い

要
望

は
今
ま
で

書
い
た
通
り
い

く
つ
か
あ
り

ま
す
が
、
全

体
と
し
て
は

満
足
な
実
習

で
し
た
。
参

加
さ

せ
て
も
ら

え
た
こ
と
に

感
謝
し
た
い

で
す
。
行
く

前
に

懇
親

会
の
よ
う
な
も

の
を
や
り
、

も
っ
と

仲
良

く
な
っ
て
か
ら
行

っ
た
ら
よ

り
楽
し
か
っ

た
の
で
は
な

い
か
と
思
い

ま
し
た
。

来
年
度
も

ぜ
ひ

開
講
す
べ
き

だ
と
思
い
ま

す
。

私
は
昆
虫
類

や
海

水
魚

に
興
味
が
あ

り
、

割
と

山
や
海
に

足
を

運
ぶ

機
会
は

多
い
の
で
す

が
、
そ
れ
で

も
西
表
島
と

な
る
と

金
銭
的
・

日
程
的
に

な
か
な
か

チ
ャ
ン

ス
は
な

く
、

今
回
の

実
習
は
本
当

に
よ
い

機
会

に
な
り
ま
し

た
。

普
段
自

然
に

触
れ
る
こ
と

の
な
い
人

も
、

今
回
の

実
習
に
は
興

味
を
も
っ
て

参
加
し
て
お

り
、
生

態
系

の
問
題
や

環
境
問
題
に
つ

い
て
考
え
る
だ
け

で
な
く
、

純
粋
に
自

然
に

触
れ
る
い

い
機

会
で
あ

っ
た
と
思
い

ま
す
。
で
き

る
こ
と
な
ら

来
年
も

参
加

し
た
い
、
そ
う
思

え
る
実
習
で
し
た
。

・
こ
の
よ

う
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
な
い

限
り
、
西
表

島
は
一
生
行

か
な
い
と
思

わ
れ
る
の
で

、
と
て
も
良

い
機

会
だ
っ
た
と

思
う
。

確
か
に
暑
さ
の

せ
い
で
体
力

を
消

耗
し
、

疲
労
の

蓄
積

も
か
な
り
の

も
の
だ
っ
た

。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な

専
門

的
な

フ
ォ

ロ
ー
を

受
け

た
上
で
の
西

表
島
体

験
と

い
う
も
の
は

、
一
生
の
う

ち
、
そ
う

出
来
る
も
の
で

は
な
い
し
、
そ
れ

こ
そ
生

涯
記

憶
に

残
る

と
思
う
。
ま

た
、

来
年
も

課
外
授
業
と

し
て

開
講
す

る
こ
と
に
つ

い
て
だ
が
、

是
非
続
け
て

欲
し

い
と
思
う

。
貴

重
な
体

験
に
な
る
と

い
う
理
由
に

加
え
、
こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム

の
設

立
目
的

に
も
関
わ
る

こ
と
だ
が
、
実
際

に
自

然
と
向
き
合
う
、と

い
う
事
が
、生

物
学
に
は
不

可
欠
だ
か
ら
だ
。実

物
を
見
ず
に
た
だ

語
る
だ
け
の
授
業
よ
り
も
、

実
物
を
目

の
前
に
し
て

語
る
授
業
の

方
が

密
度
が

濃
く
な
る
事

は
当

然
で
あ

る
。

大
学
で

あ
る
の
だ
か

ら
、
そ
の
よ
う
な

授
業
が
あ
っ
て

然
り
だ
と
、

私
は
思
う
。
な
の
で
、

来
年
も

継
続
し
て

開
講
す
る
こ
と
を

私
は

支
持
し
た
い
。

 
最

後
に

な
り
ま
し
た

が
、

秋
山
先

生
を
始
め
、

引
率
し
て

下
さ
っ
た

片
田

先
生
、

宮
本

先
生
、

池
田

先
生
、
本
当
に
あ

り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
ア
ン
ケ

ー
ト
と

言
う

場
で
は
あ
り

ま
す
が
、
ま

ず
始
め
に

今
回
の
実
習
に

携
わ
っ
て

頂
い
た
全
て
の

先
生
や
関
係

者
の

方
々
に
感

謝
と
お

礼
を

申
し
上

げ
た

い
と
思
い
ま

す
。
実
習
中

に
何
度
も
お

っ
し

ゃ
ら
れ

て
い
ま
し
た

が
、
観

光
客
と
し

て
島
に
行

っ
た
の
で
は

絶
対
に

得
ら

れ
な
い

専
門

的
な
知
識
や

経
験
を
多
く

積
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た

。
僕
の
よ
う
な
文
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系
の

学
生

だ
と
、
生
物

な
ど
の
理

系
の
知
識
は
ど

う
し
て
も

書
物
や

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ
ト
な

ど
か
ら
表
面

的
な

情
報
を

得
る

こ
と
に
終

始
し
て
し
ま

う
こ
と
が
多

い
と
思
い
ま

す
。
し
か
し

、
実
際
に
西

表
で
の
実
習

に
参

加
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、

文
面
か
ら

知
る
こ
と
が

で
き
る

以
上

の
こ
と
を

得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

是
非

来
年

以
降
も
こ
の
実

習
を
行
い
、
よ
り

多
く
の

学
生
が
自
分
の

目
と
体
で
生

物
多

様
性
や

環
境
に
つ
い

て
感
じ
る
こ

と
が
で
き
れ

ば
い
い
と
思

い
ま
す
。
本
当
に

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
実
習

で
は

限
ら
れ

た
時
間
の
中

で
、
マ
ン
グ

ロ
ー
ブ
林
、

川
、
海
と
い

う
西
表
島
で

行
く
べ
き
と

こ
ろ
を

包
括

的
に

チ
ョ

イ
ス

し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
西

表
島
に
つ
い

て
の

基
礎
的

な
内
容
を

広
く

偏
り
な
く

理
解
す
る
こ

と
が
で

き
ま
し

た
。
そ
れ
は

学
部
生
で
あ

り
、
ま
だ
西

表
島
に
つ
い

て
の
深
い
理

解
が

無
い

僕
達
に
は

ベ
ス

ト
で

大
変
充

実
し
た

内
容
で

あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
し

か
し
、
内
容

を
充
実
さ
せ

よ
う
と
い
う

先
生
方
の
熱

意
の

大
き
さ

に
比
べ
て
、

期
間
が

少
し
短

か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と

い
う
の
が

僕
の
気
に
な
っ

た
点
で
す
。

内
容
は

素
晴

ら
し
か
っ
た

が
、
そ
れ
を

こ
な
す

た
め
に

少
し

早
歩
き

し
た
感
は
あ

っ
た
と
思
い

ま
す
。
実
習

期
間
を

長
く

す
る
と
い
う

こ
と
は
容

易
に
で
き
る
こ

と
で
は

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、で

き
れ
ば
期
間
を

長
く
し
て
欲
し
い
と
い
う
の
が
僕
の

来
年

へ
の
意
見
で
す
。（

し
か
し

僕
は

期
間
を

長
く
で
き
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
内
容
を
削
る
べ
き
だ
と
は
全
く
考
え
ま
せ
ん
。）

 
最

後
に
、
今
回
の
実
習
に

協
力
し
て

く
だ
さ
っ
た

方
々
、

引
率

し
て
く
だ
さ

っ
た
方
々
に

感
謝
の
意
を

伝
え
た
い
と

思
い
ま
す
。

僕
た
ち
に

貴
重
な
体

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

・
こ
の
西

表
実
習
は
、

本
当
に

楽
し

か
っ
た

！
実

習
内
容
も

盛
り

沢
山
・
い

ろ
ん
な
も
の

を
見
る
こ
と

も
で
き
た
、
先
生

方
に
は
実
習

以
外
で
も
お
世
話
に
な
り
（
釣
り
に

連
れ
て
行
っ
て
も
ら
え
た
り
、
料
理
を

教
わ
っ
た
り
）・

実
習

仲
間
と
の

や
り
と
り

も
本
当
に

楽
し
か
っ
た
。

興
味
あ
る
な

い
に
関

係
な

し
に
行
く

学
校
の

修
学

旅
行
に
も
、

遊
び
で
行
く
サ
ー

ク
ル
な
ど
の

合
宿
で
も
味

わ
え
な
い
西

表
実
習
だ
か

ら
こ
そ
の

楽
し
み
が
あ
っ

た
。
こ
の
よ

う
な

機
会
を

設
け
て
く
れ
、
実

習
で
も
い
ろ
い
ろ
面

倒
を
み
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
・
実
習
で
お

世
話
に
な
っ
た
方
々
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
る
。

こ
の
実
習

は
あ
ま
り
に

も
盛
り

沢
山

で
、
あ
ま
り

に
も

楽
し
く

て
、
あ
っ
と

い
う
間
に
終

わ
っ
て
し
ま

っ
た
。
で
き
る
な

ら
も
う
少

し
日
数
を
増

や
し
て
や
っ

て
欲
し
い
と

思
っ
た
。
そ

の
他
、

次
回

の
実
習

へ
の

意
見
と
し
て

は
、
プ
レ
ゼ
ン
に

つ
い
て
も

っ
と

明
確
に

し
て
ほ
し
い

と
感
じ
ま
し

た
。
プ
レ
ゼ

ン
後
に
、
先

生
方
か
ら
は

素
直
な

疑
問

が
欲
し
い
と
の
声

が
あ
が
り

ま
し
た
が
、

プ
レ
ゼ
ン
前

に
何
を

求
め

ら
れ
て
い
る

の
か
を

明
確

に
伝
え
て

欲
し
い
と
思
い

ま
し
た
。
ま
た
、

班
ご
と
に

プ
レ
ゼ
ン

形
式
（
班
で
一

つ
の

テ
ー
マ

・
個
人

ご
と

の
テ
ー
マ
な

ど
）
も
違
っ

て
い
る
の
も

、
ど
ん
な
発
表
を

求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
が
分
か
り
に
く
か
っ
た
要

因
か
と
思
い
ま
す
。

・
ツ
ア
ー
で
は
体
験
で
き
な
い
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

・
た
っ
た

数
日
で
し
た

が
、

色
々
な

も
の
を
見
て

体
験
し
、
た

い
へ
ん

贅
沢

な
実
習
で
し

た
。
ま
た
、

先
生
方
や
協
力
し

て
下
さ
っ

た
現
地
の
方

々
に
は
、
実

習
前
か
ら

準
備
を
し
て

頂
き
、
実
習
中

は
講
義
や
観

察
中
の
質
問

で
色
々
な
知
識
を

教
わ
っ
た

だ
け
で
は
な

く
、
そ
れ

ぞ
れ
の
観
察

場
所
で
ポ

イ
ン

ト
と
な
る

対
象
を
外
さ

ず
危

険
を
回

避
し
て

下
さ
っ
て
い

る
あ
た
た

か
な

配
慮
を

感
じ
ま
し
た

。
多
く
の
方

に
支
え
ら
れ

て
充
実
し
た

時
間
を

過
ご

す
こ
と
が
で

き
た
こ
と
を
感
謝

致
し
ま
す

。
ま
た
、

来
年
も

是
非

開
講
さ
れ
、
多

く
の

学
生
が

そ
れ

ぞ
れ

主
体
的
に

参
加

し
、

貴
重
な

体
験
を
さ
れ
る
こ

と
を

望
み
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

・
引

率
し

て
く
だ
さ
っ

た
先
生
方
、

本
当
に
あ
り

が
と
う

ご
ざ

い
ま
し
た
。

盛
り
だ
く
さ

ん
な
プ
ラ
ン

を
体

験
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
本
当
に

貴
重
な
体

験
が

出
来
ま
し
た
。
時
間
が
経
つ
の
が
す

ご
く

速
く
て
、

帰
る
の
が
と
て
も
嫌
で
し
た
。

 
 
 
 
 

 
ぜ

ひ
来
年
も

開
講
し
て
、
多
く
の
生
徒
に
西
表
の
自
然
を
体

験
さ
せ
て
あ

げ
て
ほ
し
い
で
す
。
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